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    　　はじめに

    　

    　まず、宮沢賢治の『注文の多い料理店』の全体は、「序」と「九編の作品」から成るものであるが、その中でも、最も有名な『注文の多い料理店』と『序』についての本文に添った考察になっています。――また、宮沢賢治は、最初、『風野又三郎』という作品を書き上げ、そのあと、その｢作品」に手を加えて、今日、誰でもよく知っている、いわゆる『風の又三郎』にしたということである。それゆえ、まさに『風野又三郎』という作品と『風の又三郎』という作品の、この「二つの作品」の本文に添った考察になっています。

    　さらに、『風の又三郎』という作品の中なかには、有名な『種山たねやまヶ原はら』と『さいかち淵ふち』という、この「二つの作品」が組み込まれていますので、その「二つの作品」についてのごく「簡単な考察」も行ない、そして、宮沢賢治は、なぜ、風の子「風野又三郎」から人間の子「風の又三郎」へと書き換えたのか？　その最大の「謎解き」になっていますので、興味や関心がありましたら、ぜひとも訪ねて見てください。

    　

    　　令和元年五月吉日（決定版）

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　如月翔悟
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    　　　　二、　西洋料理店

    　　　　三、　五つの扉とびら

    　　　　四、　結び

    　　　　五、　序

    　

    　　　風野又三郎

    　

    　　　　一、　九月一日（夏休み明けの学校）

    　　　　二、　九月二日（栗の木の下で）

    　　　　三、　九月三日（今年もやって来た）

    　　　　四、　九月四日（サイクルホール）

    　　　　五、　九月五日（中華ちゆうか大気象台）

    　　　　六、　九月六日（枝葉の雫しずくを降ふらす）

    　　　　七、　九月七日（世界に風などなくていい）

    　　　　八、　九月八日（北極への大循環）

    　　　　九、　九月九日（北極から南下へ）

    　　　　十、　九月十日（嵐の朝）

    　　　　十一、どっどど……
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    　　　　一、　九月一日（夏休み明けの学校）

    　　　　二、　九月二日（様々な授業風景）

    　　　　三、　九月四日（高原と馬追い）

    　　　　四、　種山たねやまヶ原はら（高原と牛）

    　　　　五、　九月六日（葡萄ぶどうとりと雫しずく）

    　　　　六、　九月七日（泳ぎと発破はつぱ）

    　　　　七、　九月八日（毒もみと鬼っこ）

    　　　　八、　九月十二日（風雨の朝）
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    　　注文の多い料理店

    　

    　例えば、宮沢賢治の『注文の多い料理店』という作品は、日本では誰でもよく知っている有名な「児童文学」であるが、それは、世界的にも非常に有名な『不思議の国のアリス』という「児童文学」などともどこか似たようなところがあるのかも知れない。

    　例えば、有名な『不思議の国のアリス』という作品の場合には、少女アリスは、土手の木の下で本を読んでいると、なんとチョッキを着たウサギを見かけ、思わずそのウサギの後を追いかけていくと、ウサギは、やがてウサギの穴に入り、アリスもそのウサギの穴に入って下まで落ちて行くと、そこで現実とはまた違った様々な「不思議な経験」をするという内容になっているかと思う。――一方、宮沢賢治の『注文の多い料理店』という作品も、二人の若い「紳士しんし」と一人の専門の「猟師りようし」（鉄砲打ち）が二疋ひきの猟犬を連れて深い山奧やまおくまで「狩り」に出かけるが、その深い山奧やまおくで道に迷ってしまい、やがて、その案内人の「猟師りようし」（鉄砲打ち）もどこかにいなくなり、さらに、連れていた「二疋ひきの猟犬」も、その余りの山奥やまおくの「物凄ものすごさ」から、口から泡あわを吐はいて死んだような状態になってしまい、その後（ここから）、二人の若い「紳士しんし」は、現実とはまた違った、まさに「不思議な経験」をするという物語になっているかと思う。

    　

    　　一、山奧で

    　

    　それでは、その本文の「冒頭」であるが、それは、「……二人の若い紳士しんしが、すっかりイギリスの兵隊のかたちをして、ぴかぴかする鉄砲てつぽうをかついで、白熊しろくまのような犬を二疋ひきつれて、だいぶ山奥やまおくの、木の葉のかさかさしたとこを、こんなことを言いながら、歩いておりました。それは、ここらの山はけしからんね、鳥も獣けものも一疋も居いやがらん。早くタンタアーンと、やって見たいもんだなあ」とある。――まず、「……二人の若い紳士しんし、イギリスの兵隊のかたち、そして、ぴかぴかする鉄砲」とあるので、恐らく、狩りの経験のあまりない「狩人ハンター」気取りの「紳士しんし」たちであり、また、「……鳥も獣けものを一疋も居いやがらん」というのは、或いは、「山猫」がそのように魔法をかけているのかも知れない。というのも、プロの「案内人」（猟師りようし）が、まさか「……鳥も獣けものも一疋も居いない」ようなところに、わざわざお客さまを連れて行くはずがないからである。

    　また、「……案内してきた専門の鉄砲打ちも、ちょっとまごついて、どこかへ行ってしまったくらいの山奧でした。それに、あんまり山が物凄ものすごいので、その白熊のような犬が、二疋ひきいっしょにめまいを起こして、しばらく吠うなって、それから泡あわを吐はいて死んでしまいました」とある。――しかし、その山を熟知している案内人の「猟師りようし」（鉄砲打ち）が道に迷うはずもなく、また、犬の「死に方」にしても、あまりに「不自然」であり、それは、いわば「魔法がかけられた」ということである。つまり、「山猫」にとっては、案内人の「猟師りようし」（鉄砲打ち）というのは、最悪の場合、自分が撃ち殺される危険性の極めて高い存在であり、それゆえ、どこかに消えててもらう必要があり、また、二疋ひきの猟犬にしても、「山猫」にとっては、まさに「天敵」であり、それゆえ、しばらく眠っててもらう必要があったということである。（それはもちろん、若い紳士「二人」だけにするためである。）

    　それでは、これらは、一体、何を意味しているのかと問えば、それは、次のようなことである。つまり、現実とはまた違う、まさに「異次元」の世界へと迷い込んだということである。――それは、有名な『不思議の国のアリス』の場合でも全く同じことであり、そこでは、例えば、様々な動物たちが人間の言葉を当たり前のようにしゃべったり、また、人間と同じような「言動」などを行なったりするものである。それは、マンガやアニメ或いは絵本、その他などでは、今日、あまりにも当たり前の「世界」になり過ぎているほどであるが、しかし、現実にはあり得ない話なのである。

    　もちろん、それこそ、まさに「ファンタジー」ということであるが、それでは、その「ファンタジー」は、一体、どこから生じて来るのかと問えば　それはもちろん、われわれ人間の「頭の中」（或いは「心の中」）からであり、それは、われわれ人間の「思考（思索）能力」（つまり「人間の脳」）が持ち合わせている「空想（想像）能力」の素晴らしさであり、われわれ「人間の脳」というのは、現実を遙かに超越した「超次元的思考」が何の苦もなく平気ででき得るということであり、例えば、過去、現在、未来という、まさに「時空」を、あっという間に自由自在に「行き来」でき得る「タイムマシン」を持ち合わせているとともに、例えば、イヌやネコ或いは他の動物や植物、時には、人工物までが、まるで人間のように平気で言葉をしゃべったり、また、われわれ人間と対等に会話をするというような、そういう、われわれ人間の「思考（思索）能力」（つまり「人間の脳」）が持ち合わせている、現実を遙かに超越した「超次元的思考」が何の苦もなく平気ででき得るということが、結果として、今日のようなかなり高度な「文化・文明」などを築き上げることを可能にして来た「最大の理由」の一つにもなるのである。

    　

    　　二、西洋料理店

    　

    　さて、「話」（ストーリー）は、次のように展開して行く。つまり、二人とも道に迷い、心細くもなり、今日の「猟」はやめて帰ろうとするが、一体、どっちの方向に向かって帰ればよいのか分からないという状態の時に、まさに「……風がどうと吹ふいてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、木はごとんごとんと鳴りました」とある、この「自然の変化」を契機として、二人は、まさに「異次元の世界」（それは「魔法がかかったような世界」）へと迷い込んでいくのであり、それは、「……腹が減って、動くのも嫌だ」というような、そういう「心理的状態」へとよりなっていくということである。

    　そして、ふと後ろを見ると、（今まで何もなかった所に、突然として）、二人の後ろに立派な一軒いつけんの「西洋造りの家」があった、という展開になる。そして、その「玄関げんかん」には、「……ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ、西洋料理店、ＷＩＬＤＣＡＴ　ＨＯＵＳＥ、山猫軒けん」という札が出ていました、とある。これは、非常に「面白い内容の札ふだ」であり、なぜなら、わざわざご親切にも自分たちの「正体」を示すような「……ＷＩＬＤＣＡＴ　ＨＯＵＳＥ、山猫軒けん」という札を出しているからである。しかし、もちろん、二人の「紳士しんし」たちは、それに気づくこともなく、また、恐らく、読者もそれに気づかずに軽く読み流してしまうのではないかと思う。――それは、まさに「まさか？」なのである。まさか「ＷＩＬＤＣＡＴ本人がみずから経営するレストラン（ＨＯＵＳＥ）」であるなどとは、誰も思いも寄らないことなのである。

    　そこで、二人の「紳士」たちは、よかったと思いながら、「玄関」の前に立ち、その硝子ガラスの「開き戸」を見ると、そこには「金文字」で次のように書いてある。それは、「……どなたもどうかお入りください。決してご遠慮えんりよはありません」と。――これは、本来であれば、「……決してご遠慮えんりよは入りません」と書くべきところかと思うが、なぜ、「……遠慮えんりよはありません」というような曖昧な表現になっているのだろう。それは、主人（山猫）の｢言葉遣い｣のぎこちなさとともに、もう一つは、「……（決して）遠慮えんりよなどせずお客様をお食べしますよ」という「意味合い」をも含めているのかも知れない。――一方、二人の「紳士」は、それを「ただでご馳走してくれるんだ」と解釈して、戸を押おして、中に入ると、廊下が続いている。その硝子ガラス戸の裏側には、金文字で、「……ことに肥ふとったお方や若いお方は、大歓迎だいかんげいいたします」と書いてある。それを見た二人は、両方を兼ねていたので「大喜び」して、「……ずんずん廊下を進んでいくと、こんどは水いろのペンキ塗ぬりの扉とがありました」という展開になるのである。

    　

    　　三、五つの扉とびら

    　

    　さて、ここから「五つの扉とびら」が続くことになる。そして、その一つ一つの「扉とびら」の「表側がわと裏側がわ」には、それぞれ「注文」が書かれてあるという展開であり、若しも最後の六番目の「扉とびら」まで開けて中に入って行けば、そこには「山猫」がナイフとフォークを持って待機していて、そのまま「山猫」に食べられてしまうという内容である。

    　まず最初は、水色のペンキ塗ぬりの「扉とびら」であるが、その「扉とびら」の表側がわには、「……当軒は注文の多い料理店ですからどうかそこはご承知ください」と黄色い字で書かれてある。二人は、「……なかなかはやってるんだ」と思いながら、扉とびらを開けると、その「扉とびら」の裏側がわには、「……注文はずいぶん多いでしょうがどうか一々いちいちこらえて下さい」と書かれてある。それに対して、一人の紳士は、なにかおかしいなあと感じながらも、もう一人の紳士の、その、何でもよい「意味合い」に解釈する人とともに、前へと進んでいく。

    　次は、二番目の「扉とびら」になるが、わきに鏡がかかって、下には長い柄えのブラシが置いてあり、その「扉とびら」には「赤い字」で、「……お客さまがた、ここで髪かみをきちんとして、それからはきものの泥どろを落してください」と書いてある。これには素直に従い、髪を整え、泥を落としてから、扉とびらを開けると、今度は、その「扉とびら」の裏側がわには、「……鉄砲と弾丸たまをここへ置いてください」と書いてある。二人は、それもそうだなと納得して、黒い台の上にそれらを置き、前へと進む。そして、次の三番目の「黒い扉とびら」の表側がわには、「……どうか帽子ぼうしと外套がいとうと靴をおとり下さい」とあり、これも素直にその通りにしてから、扉とびらを開けると、今度は、その「扉とびら」の裏側がわには、「……ネクタイピン、カフスボタン、眼鏡めがね、財布さいふ、その他金物かなもの類、ことに尖とがったものは、みんなここ（金庫の中）に置いてください」とある。この「注文」に対しても、二人は、素直に従う。そして、四番目の「扉とびら」の前には、硝子がらすの「壺つぼ」が一つあり、そして、「……壺のなかのクリームを顔や手足にすっかり塗ってください」と書かれてあり、その通りに塗って、扉とびらを開けると、その「扉とびら」の裏側がわには、「……クリームをよく塗りましたか、耳にもよく塗りましたか」と書いてある。ここまでの「注文」は、一方の紳士は、何かおかしいなあと直感的に感じながらも、もう一人の紳士の、何でもよい「意味合い」に「解釈する」（つまり「理窟を述べる」）人に従って、一緒に前へと進んでいくが、次の五番目の「注文」に対しては、さすがに二人ともその「意味するところ」をはっきりと理解することになるのである。

    　それでは、その五番目の「扉とびら」であるが、その五番目の「扉とびら」の表側がわには、「……料理はもうすぐできます。十五分とお待たせはいたしません。すぐたべられます。早くあなたの頭に瓶びんの中の香水をよく振ふりかけてください」と書いてあるので、その通りにすると、その「瓶の中」の香水というのは、何と酸っぱい味がして、これは下女が間違えて入れたんだろうと言いながら、扉とびらを開けると、その「扉とびら」の裏側がわには、「……いろいろ注文が多くてうるさかったでしょう。お気の毒でした。もうこれだけです。どうかからだの中に、壺つぼの中なかの塩をたくさんよくもみ込んでください」と書いてあるのを見ては、さすがに二人とも、これは、自分たちが味付あじつけされた「料理品」として食べられるのだとはっきりと知ることになるのである。その瞬間、二人ともがたがたと震えはじめ、泣き出してしまう。しかも、最後に残った六番目の「扉とびら」の表側がわには、「……いや、わざわざご苦労です。大へん結構にできました。さあさあおなかにおはいりください」と書いてあり、おまけに「……かぎ穴からはきょろきょろ二つの青い眼玉めだまがこっちをのぞいているのであった」とある。ここに至っては、すべてのことを知ることになるのである。

    　その時、突然、「ワン、ワン」と、死んだはずの「二疋ひきの猟犬」（或いは新しい「二疋ひきの猟犬」）が勢いよく部屋に入ってきて、くるくる廻まわっていたが、次の六番目の「扉とびら」までも押し開けて中に入り込むと、その扉とびらの向うのまっ暗やみのなかで、「にゃあお、くゎあ、ごろごろ」という声がして、奧にいたであろう「山猫」は、逃げ出していき、今まであった「室へや」も、煙りのように消えてしまうという展開になっていく。そして、「……見ると、上着や靴くつや財さい布ふやネクタイピンなどは、あっちの枝にぶら下がったり、こっちの根元に散らばったりしている。風がどうと吹ふいてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、木はごとんごとんと鳴りました」とある。――それらを契機に、再び、「現実の世界」に戻ったということであり、猟師もやってきて、その猟師が持ってきた｢だんご」を食べ、二人は、「……途中で十円だけ山鳥やまどりを買って東京に帰りました」というところで終わっているのである。

    　

    　　四、結び

    　

    　さて、これらは、一体、どういうことを意味しているのだろうか。まず、われわれ人間は、自分が「食べ物」として調理されるというようなことは、現実にはほとんどないことであるが、しかし、人間以外の「動植物たち」（特に「家畜や魚介類或いは農作物」など）は、世界中のありとあらゆるところで、毎日、毎日、絶えることもなく、人間の「食べ物」として調理されているものである。しかも、食べられる動植物たちの「気持ち」などは、ふつうほとんど考えることもないかと思う。――もちろん、それは、われわれ人間が生き続けるためには、どうしても避けては通れない「現実」であり、それは、それで仕方のないことではあるが、しかし、若しも自分がほかの「動物たち」に食べられる立場に立ってみれば、それは、例えば、登場人物の若い二人の「紳士しんし」たちのように、まさに「がたがた震えて、泣き叫ぶようなパニック状態に深く陥ってしまう」のではないかと思う。つまり、それは、何であれ、例えば、「勝つ側」と｢負ける側」、「する側」と「される側」、そして、｢食べる側｣と「食べられる側」、その他、それらは、必ず「対ついになっているもの」であり、あとは、自分がどちら側の立場に立つのか、或いは、どちら側の立場になるのかが残されているだけである。そして、われわれ人間は、どうしても「自分の立場」から物事は考えやすく、一方、相手の立場に立って物事を考えるということは、なかなかできにくいものであるが、しかし、できるだけ様々な「立場」（視点）から厳密に考えてみなければ、より正しい「判断」というものは、なかなかでき難にくいということである。

    　さて、宮沢賢治の有名な『注文の多い料理店』という作品内容は、ふつうわれわれ人間が｢食べる側｣であり、一方、動植物たちが「食べられる側」という、あまりにも一般化し過ぎたその「図式」が、まさに「大逆転した形」であり、それは、われわれ人間が「食べる側」ではなく、むしろ、われわれ人間が「食べられる側」に立った時の「衝撃」（ショック）であり、例えば、トラやライオン或いはワニやサメ、その他の「動物たち」に食べられる時の「衝撃」（ショック）は、一体、どれほどのものだろうか？　宮沢賢治は、その「衝撃」（ショック）を、「本文」では、次のように表現している。それは、「……二人はあまりに（も）心を痛めたために、顔がまるでくしゃくしゃの紙屑かみくずのようになり、お互いにその顔を見合わせ、ぶるぶるふるえ、声もなく泣きました」とある。それに加えて、本文の｢最後」には、「……さっきの一ぺん紙くずのようになった二人の顔だけは、東京に帰っても、お湯に入っても、もう元の通りになおりませんでした」とある。

    　これは、一体、どういうことなのか？　宮沢賢治は、一体、何が言いたいのだろう。それは、次のようなことである。――つまり、われわれ人間は、ふだん実に様々な「動植物」たちをいろいろと｢調理｣をして、ごく当たり前のように食べているが、しかし、「食べられる側」（それは「命を奪われる側」）に立てば、それは、大変な「出来事」であり、また、いわゆる｢狩り」の場合なども、それがどうしても必要な場合であれば、仕方ないが、しかし、単なる気晴らしや面白半分の「狩り」であれば、当然のことながら、宮沢賢治は、それに対して、はっきりと「批判的であった」に違いなく、それは、面白半分で、銃で「生命いのちを奪う」ということ、それは、自分が｢撃たれる側」（つまり「命を奪われる側」）に立てば、登場人物の若い二人の「紳士しんし」たちのように、はっきりと分かるだろうということである。つまり、「……一ぺん紙くずのようになった二人の顔が、もう元にもどらない」というのは、その「衝撃」（ショック）のあまりの「大きさ」とともに、安易に命を奪う「罪深さ」などを物語るものであり、そして、もう一つは、「……どういうことであれ、相手の立場に立ってみなければ、ほんとうのことは、何一つ分からない」ということである。

    　

    　　五、序

    　

    　さて、宮沢賢治の『注文の多い料理店』の序は、次のようなものであるが、それは、「……わたしたちは、氷砂糖さとうをほしいくらいもたないでも、きれいにすきとおった風かぜをたべ、桃ももいろのうつくしい朝あさの日光をのむことができます。またわたくしは、はたけや森の中で、ひどいぼろぼろのきものが、いちばんすばらしいびろうどや羅紗らしやや、宝石いりのきものに、かわっているのをたびたび見ました。わたくしは、そういうきれいなたべものやきものがすきです。これらのわたくしのおはなしは、みんな林や野はらや鉄道線路やらで、虹にじや月あかりからもらってきたのです。ほんとうに、かしわばやしの青い夕方を、ひとりで通りかかったり、十一月の山の嵐のなかに、ふるえながら立ったりしますと、もうどうしてもこんな気がしてしかたないので、ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わたくしはそのとおり書いたまでです」とある。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　つまり、これらの「作品」は、宮沢賢治の「頭の中」（或いは「心の中」）に自然と生じて来たものばかりであり、それゆえ、ことさらに意図的に作り出したような作品ではないということである。例えば、都会や町の中などに住んでいる人たちにとって、いわゆる百％純粋な「自然の音」などを聞くというような機会は、ほとんどなく、ほとんどの場合、様々な「人工的な音」などが入り混じった「自然の音」を聞いているわけである。ところが、宮沢賢治の場合は、まさに百％純粋な「自然の音」そのものを聞いていたということである。そして、宮沢賢治の数多くの「作品」の中には、実に様々な「擬音語」や「擬態語」（つまり「オノマトペ」）などが使われているが、それらは、基本的には、すべて宮沢賢治の「頭の中」（或いは「心の中」）に自然と生じて来たものであり、それゆえ、ことさらに意図的に作り出したようなものではないのだろう。

    　例えば、『風の又三郎』の冒頭の「風の音」である、「……どっどど　どどうど　どどうど　どどう」という表現にしても、「序」の言葉を借りて解釈すれば、それは、「……十一月の山の嵐のなかに、ふるえながら立ったりしますと、もうどうしてもこんな気がしてしかたないということを、ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わたくしはそのとおり書いたまでです。（中略）、なんのことだか、わけのわからないところもあるでしょうが、そんなところは、わたくしにもまた、わけがわからないのです。……」とある。つまり、本人にもよくわからないまま、宮沢賢治という人間の「頭の中」（或いは「心の中」）に自然と生じて来たものであり、それゆえ、ことさらに意図的に作り出したようなものではないということである。それは、一体、何を意味するのかと敢えて問えば、それは、宮沢賢治という人間の、まさに根源的な「心のリズム」の表れであり、また、根源的な「心（魂）の音」の表れでもあり、また、宮沢賢治という人間の、まさに根源的な「感情（情動）」の表れでもあり、また、根源的な「思考（思索）」の表れでもあるということである。……

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　　参考文献（注文の多い料理店）

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　注文の多い料理店

    　

    　　序、最初の冒頭部分

    　

    　二人の若い紳しん士しが、すっかりイギリスの兵隊のかたちをして、ぴかぴかする鉄てつ砲ぽうをかついで、白しろ熊くまのような犬を二疋ひきつれて、だいぶ山やま奥おくの、木の葉のかさかさしたとこを、こんなことを言いながら、あるいておりました。「……ぜんたい、ここらの山は怪けしからんね。鳥も獣けものも一疋も居いやがらん。なんでも構わないから、早くタンタアーンと、やって見たいもんだなあ」。「……鹿しかの黄色な横っ腹なんぞに、二三発お見み舞まいもうしたら、ずいぶん痛快だろうねえ。くるくるまわって、それからどたっと倒たおれるだろうねえ」と。

    　それはだいぶの山奥でした。案内してきた専門の鉄砲打ちも、ちょっとまごついて、どこかへ行ってしまったくらいの山奥でした。それに、あんまり山が物凄ものすごいので、その白熊のような犬が、二疋いっしょにめまいを起こして、しばらく吠うなって、それから泡あわを吐はいて死んでしまいました。「……じつにぼくは、二千四百円の損害だ」と一人の紳士が、その犬の眼まぶちを、ちょっと返してみて言いました。また、「……ぼくは二千八百円の損害だ」と、もひとりが、くやしそうに、あたまをまげて言いました。

    　はじめの紳士は、すこし顔いろを悪くして、じっと、もひとりの紳士の顔つきを見ながら言いました。「……ぼくはもう戻もどろうと思う」。すると、もう一人も、「……さあ、ぼくもちょうど寒くはなったし腹は空すいてきたし戻ろうと思う」と言う。そこで、「……そいじゃ、これで切りあげよう。なあに戻りに、昨日きのうの宿やど屋やで、山やま鳥どりを拾じゆう円えんも買って帰ればいい」と言うと、もう一人も、「……兎うさぎも出ていたねえ。そうすれば結局おんなじこった。では帰ろうじゃないか」と言うのであった。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ところが、どうも困ったことは、どっちへ行けば戻れるのか、いっこうに見当がつかなくなっていました。（その時）、風がどうと吹ふいてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、木はごとんごとんと鳴りました。「……どうも腹が空いた。さっきから横っ腹が痛くてたまらないんだ」。「……ぼくもそうだ。もうあんまりあるきたくないな」。「……あるきたくないよ。ああ困ったなあ、何かたべたいなあ」。「……喰たべたいもんだなあ」と、二人の紳士は、ざわざわ鳴るすすきの中で、こんなことを言いました。その時、ふとうしろを見ますと、立派な一いち軒けんの西洋造りの家がありました。そして玄げん関かんには、「……RESTAURANT　西洋料理店　WILDCAT HOUSE　山猫軒けん」という札がでていました。「……君、ちょうどいい。ここはこれでなかなか開けてるんだ。入ろうじゃないか」。「……おや、こんなとこにおかしいね。しかしとにかく何か食事ができるんだろう」。「……もちろんできるさ。看板にそう書いてあるじゃないか」。「……はいろうじゃないか。ぼくはもう何か喰べたくて倒れそうなんだ」と言うのであった。

    　

    　　一、玄関の扉

    　

    　二人は玄関に立ちました。玄関は白い瀬せ戸との煉れん瓦がで組んで、実に立派なもんです。そして硝子ガラスの開き戸があって、そこに金文字でこう書いてありました。「……どなたもどうかお入りください。決してご遠えん慮りよはありません」と。二人はそこで、ひどくよろこんで言いました。「……こいつはどうだ、やっぱり世の中はうまくできてるねえ、きょう一日なんぎしたけれど、こんどはこんないいこともある。このうちは料理店だけれどもただでご馳ち走そうするんだぜ」。「……どうもそうらしい。決してご遠えん慮りよはありませんというのはその意味だ」。――二人は戸を押おして、なかへ入りました。そこはすぐ廊ろう下かになっていました。その硝子ガラス戸の裏側には、金文字でこうなっていました。「……ことに肥ふとったお方や若いお方は、大だい歓かん迎げいいたします」と。二人は大歓迎というので、もう大よろこびです。「……君、ぼくらは大歓迎にあたっているのだ」。「……ぼくらは両方兼ねてるから」と言うのであった。

    　

    　　二、第一の扉

    　

    　ずんずん廊下を進んで行きますと、こんどは水色のペンキ塗ぬりの扉とがありました。「……どうも変な家うちだ。どうしてこんなにたくさん戸があるのだろう」と言うと、「……これはロシア式だ。寒いとこや山の中はみんなこうさ」と言う。そして、二人はその扉をあけようとしますと、上に黄色な字でこう書いてありました。「……当軒は注文の多い料理店ですからどうかそこはご承知ください」と。すると、「……なかなかはやってるんだ。こんな山の中で」と言うので、「……それあそうだ。見たまえ、東京の大きな料理屋だって大通りにはすくないだろう」と、二人は言いながら、その扉をあけました。するとその裏側に、「……注文はずいぶん多いでしょうがどうか一いち々いちこらえて下さい」とある。「……これはぜんたいどういうんだ」と、ひとりの紳士は顔をしかめました。「……うん、これはきっと注文があまり多くて支し度たくが手間取るけれどもごめん下さいと斯こういうことだ」と言うので、「……そうだろう。早くどこか室へやの中に入りたいもんだな」と言うと、「……そしてテーブルに座すわりたいもんだな」と言うのであった。

    　

    　　三、第二の扉

    　

    　ところがどうもうるさいことは、また扉とが一つありました。そしてそのわきに鏡がかかって、その下には長い柄えのついたブラシが置いてあったのです。扉には赤い字で、「……お客さまがた、ここで髪かみをきちんとして、それからはきものの泥どろを落してください」と書いてありました。「……これはどうも尤もつともだ。僕もさっき玄関で、山のなかだとおもって見くびったんだよ」と言うと、「……作法の厳しい家だ。きっとよほど偉えらい人たちが、たびたび来るんだ」と言うのであった。そこで二人は、きれいに髪をけずって、靴くつの泥を落しました。そしたら、どうです。ブラシを板の上に置くや否いなや、そいつがぼうっとかすんで無くなって、風がどうっと室へやの中に入ってきました。二人はびっくりして、互たがいによりそって、扉をがたんと開けて、次の室へやへ入って行きました。早く何か暖いものでもたべて、元気をつけて置かないと、もう途と方ほうもないことになってしまうと、二人とも思ったのでした。扉の内側に、また変なことが書いてありました。「……鉄砲と弾丸たまをここへ置いてください」と。見るとすぐ横に黒い台がありました。「……なるほど、鉄砲を持ってものを食うという法はない」。「……いや、よほど偉いひとが始終来ているんだ」と言いながら、二人は鉄砲をはずし、帯おび皮かわを解いて、それを台の上に置きました。

    　

    　　四、第三の扉

    　

    　また黒い扉がありました。「……どうか帽ぼう子しと外がい套とうと靴をおとり下さい」とある。「……どうだ、とるか」と聞くので、「……仕方ない、とろう。たしかによっぽどえらいひとなんだ。奥に来ているのは」と言いながら、二人は帽子とオーバーコートを釘くぎにかけ、靴をぬいでぺたぺた歩いて扉の中に入りました。扉の裏側には、「……ネクタイピン、カフスボタン、眼め鏡がね、財さい布ふ、その他金かな物もの類、ことに尖とがったものは、みんなここに置いてください」と書いてありました。扉のすぐ横には黒塗りの立派な金庫も、ちゃんと口を開けて置いてありました。鍵かぎまで添そえてあったのです。「……ははあ、何かの料理に電気をつかうと見えるね。金かな気けのものはあぶない。ことに尖とがったものはあぶないと斯こう言うんだろう」と言うと、「……そうだろう。して見ると勘かん定じようは帰りにここで払はらうのだろうか」と言うと、「……どうもそうらしい」と言い、「……そうだ。きっと」と、二人はめがねをはずしたり、カフスボタンをとったり、みんな金庫のなかに入れて、ぱちんと錠じようをかけました。

    　

    　　五、第四の扉

    　

    　すこし行きますとまた扉とがあって、その前に硝がら子すの壺つぼが一つありました。扉には斯こう書いてありました。「……壺のなかのクリームを顔や手足にすっかり塗ってください」と。みるとたしかに壺のなかのものは牛乳のクリームでした。「……クリームをぬれというのはどういうんだ」と聞くと、「……これはね、外がひじょうに寒いだろう。室へやのなかがあんまり暖いとひびがきれるから、その予防なんだ。どうも奥には、よほどえらいひとがきている。こんなとこで、案外ぼくらは、貴族とちかづきになるかも知れないよ」と言い、二人は壺のクリームを、顔に塗って手に塗ってそれから靴下をぬいで足に塗りました。それでもまだ残っていましたから、それは二人ともめいめいこっそり顔へ塗るふりをしながら喰べました。

    　それから大急ぎで扉をあけますと、その裏側には、「……クリームをよく塗りましたか、耳にもよく塗りましたか」と書いてあって、ちいさなクリームの壺がここにも置いてありました。「……そうそう、ぼくは耳には塗らなかった。あぶなく耳にひびを切らすとこだった。ここの主人はじつに用意周しゆう到とうだね」と言うと、「……ああ、細かいとこまでよく気がつくよ。ところでぼくは早く何か喰べたいんだが、どうも斯うどこまでも廊下じゃ仕方ないね」と言うのであった。

    　

    　　六、第五の扉

    　

    　するとすぐその前に次の戸がありました。「……料理はもうすぐできます。十五分とお待たせはいたしません。すぐたべられます。早くあなたの頭に瓶びんの中の香水をよく振ふりかけてください」と。そして、戸の前には金ピカの香水の瓶が置いてありました。二人はその香水を、頭へぱちゃぱちゃ振りかけました。ところがその香水は、どうも酢すのような匂においがするのでした。「……この香水はへんに酢くさい。どうしたんだろう」と言うと、「……まちがえたんだ。下女が風邪かぜでも引いてまちがえて入れたんだ」と言うのであった。

    　二人は扉をあけて中にはいりました。扉の裏側には、大きな字で斯う書いてありました。「……いろいろ注文が多くてうるさかったでしょう。お気の毒でした。もうこれだけです。どうかからだ中に、壺の中の塩をたくさんよくもみ込んでください」と。なるほど立派な青い瀬戸の塩壺は置いてありましたが、今度という今度は二人ともぎょっとしてお互にクリームをたくさん塗った顔を見合せました。「……どうもおかしいぜ」。「……ぼくもおかしいと思う」。「……沢たく山さんの注文というのは、向うがこっちへ注文してるんだよ」。「……だからさ、西洋料理店というのは、ぼくの考えるところでは、西洋料理を、来た人にたべさせるのではなくて、来た人を西洋料理にして、食べてやる家うちとこういうことなんだ。これは、その、つ、つ、つ、つまり、ぼ、ぼ、ぼくらが……」がたがたがたがた、ふるえだしてもうものが言えませんでした。「……その、ぼ、ぼくらが、……うわあ」と、がたがたがたがたふるえだして、もうものが言えませんでした。「遁にげ……」がたがたしながら一人の紳士はうしろの戸を押おそうとしましたが、どうです、戸はもう一いち分ぶも動きませんでした。

    　

    　　七、第六の扉

    　

    　奥の方にはまだ一枚扉があって、大きなかぎ穴が二つ付き、銀色のホークとナイフの形が切りだしてあって、「……いや、わざわざご苦労です。大へん結構にできました。さあさあおなかにおはいりください」と書いてありました。おまけにかぎ穴からはきょろきょろ二つの青い眼め玉だまがこっちをのぞいています。「……うわあ」がたがたがたがた、「……うわあ」がたがたがたがた、ふたりは泣き出しました。すると戸の中では、こそこそこんなことを言っています。「……だめだよ。もう気がついたよ。塩をもみこまないようだよ」。「……あたりまえさ。親分の書きようがまずいんだ。あすこへ、いろいろ注文が多くてうるさかったでしょう、お気の毒でしたなんて、間抜まぬけたことを書いたもんだ」。「……どっちでもいいよ。どうせぼくらには、骨も分けて呉くれやしないんだ」。「……それはそうだ。けれどももしここへあいつらがはいって来なかったら、それはぼくらの責任だぜ」。「……呼ぼうか、呼ぼう。おい、お客さん方、早くいらっしゃい。いらっしゃい。いらっしゃい。お皿さらも洗ってありますし、菜っ葉ももうよく塩でもんで置きました。あとはあなたがたと、菜っ葉をうまくとりあわせて、まっ白なお皿にのせるだけです。はやくいらっしゃい」。「……へい、いらっしゃい、いらっしゃい。それともサラダはお嫌きらいですか。そんならこれから火を起してフライにしてあげましょうか。とにかくはやくいらっしゃい」と言うのであった。

    　

    　　八、突然、犬が……

    　

    　二人はあんまり心を痛めたために、顔がまるでくしゃくしゃの紙かみ屑くずのようになり、お互にその顔を見合せ、ぶるぶるふるえ、声もなく泣きました。

    　中ではふっふっとわらってまた叫さけんでいます。「……いらっしゃい、いらっしゃい。そんなに泣いては折せつ角かくのクリームが流れるじゃありませんか。へい、ただいま。じきもってまいります。さあ、早くいらっしゃい」。「……早くいらっしゃい。親方がもうナフキンをかけて、ナイフをもって、舌なめずりして、お客さま方を待っていられます」と言うのであった。

    　二人は泣いて泣いて泣いて泣いて泣きました。そのときうしろからいきなり、「……わん、わん、ぐゎあ」という声がして、あの白しろ熊くまのような犬が二疋ひき、扉とをつきやぶって室へやの中に飛び込んできました。鍵かぎ穴あなの眼玉はたちまちなくなり、犬どもはううとうなってしばらく室へやの中をくるくる廻まわっていましたが、また一ひと声こえ、「……わん」と高く吠ほえて、いきなり次の扉に飛びつきました。戸はがたりとひらき、犬どもは吸い込まれるように飛んで行きました。――その扉の向うのまっくらやみのなかで、「……にゃあお、くゎあ、ごろごろ」という声がして、それからがさがさ鳴りました。

    　

    　　九、結び

    　

    　室へやはけむりのように消え、二人は寒さにぶるぶるふるえて、草の中に立っていました。見ると、上着や靴くつや財さい布ふやネクタイピンは、あっちの枝えだにぶらさがったり、こっちの根もとにちらばったりしています。風がどうと吹ふいてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、木はごとんごとんと鳴りました。犬がふうとうなって戻もどってきました。そしてうしろからは、「……旦だん那なあ、旦那あ」と叫ぶものがあります。二人は俄にわかに元気がついて、「……おおい、おおい、ここだぞ、早く来い」と叫びました。簔みの帽ぼう子しをかぶった専門の猟りよう師しが、草をざわざわ分けてやってきました。そこで二人はやっと安心しました。

    　そして猟師のもってきた団だん子ごをたべ、途と中ちゆうで十円だけ山やま鳥どりを買って東京に帰りました。しかし、さっき一ぺん紙くずのようになった二人の顔だけは、東京に帰っても、お湯に入っても、もう元の通りに治りませんでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　　風野又三郎

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　「風野又三郎」について

    　

    　例えば、宮沢賢治の有名な『風の又三郎』という作品は、誰もがよく知っている宮沢賢治の「代表的な作品」の一つであるが、しかし、その「風の又三郎」には、もう一つの『風野又三郎』という作品があるのを知っている人は、意外と少ないのではないかと思う。それは、一体、どういうことかと言えば、それは、最初、宮沢賢治は、『風野又三郎』という作品を書き上げ、そのあと、その｢作品」に手を加えて、今日、われわれの誰もがよく知っている、いわゆる『風の又三郎』にしたということである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　それでは、まず、『風野又三郎』から考えてみたいと思うが、この「作品」は、次のようなものである。つまり、主人公である「風野又三郎」というのは、文字通り、まさに「風の子供」であり、それゆえ、親兄弟叔父おじさんその他もいる「風の家族」の一員であり、その「風の家族」は、一年中、まさに「世界中」をずっと風を吹かせながら「旅」（旅行）をしていて、日本へは、毎年、九月一日の二百十日から二百二十日までやって来ているという設定になっている。そして、日本で風の神を「風の三郎」と呼ぶ地域は、新潟，長野，福島，山梨，静岡などの甲信越地方から東北地方にかけて広がっている。そして、風かざ祭まつりのほとんどが「風鎮しずめ」であり，しかも、その「風」は、一般には「台風」（或いは「強い風」）のことであるが、それには、次のようなはっきりとした理由があるからである。

    　つまり、主人公の「風野又三郎」という「風の子供」は、次のように語っている。つまり、「……僕たちのやるいたずらで一番ひどいことは日本ならば稲を倒すことだよ、二百十日から二百二十日ころまで、昔むかしはその頃ほんとうに僕たちはこわがられたよ。なぜってその頃は丁度稲に花のかかるときだろう。その時僕たちにかけられたら花がみんな散ってしまってまるで実にならないだろう、だから前は本当にこわがったんだ、僕たちだってわざとするんじゃない、どうしてもその頃かけなくちゃいかないからかけるんだ、もう三四日たてばきっと又そうなるよ。けれどもいまはもう農業が進んでお前たちの家の近くなどでは二百十日のころになど花の咲いている稲なんか一本もないだろう、大抵もう柔やわらかな実になってるんだ。早い稲はもうよほど硬かたくさえなってるよ、僕らがかけあるいて少し位倒れたってそんなにひどくとりいれが減りはしないんだ」とある。

    　すなわち、「自然界」というのは、本来、どこまでも「不気味で恐ろしいもの」であり、それゆえ、例えば、海であれ、山であれ、川であれ、空であれ、その他、何であれ、ひとたび本気で荒れ狂ったら、人間などひとたまりもないものである。だからこそ、われわれ人類は、遙はるか遠い大昔むかしから、様々な「自然」を「神」として崇め、祭り、生け贄や供え物などをし、歌ったり、踊ったりして、その「ご機嫌」を伺いながら、まさに「自然の驚異」を「鎮めてきた」ということである。そして、「風」（強風）もまた人間に脅威を及ぼす存在として、まさに「神」（風の神）として崇め、祭り、風かざ祭まつりなどを行なって、風による様々な「被害」などの無いことを切に願って来たのである。

    　つまり、古来、日本において、「……毎年、九月一日の二百十日から二百二十日まで」は、いわゆる「台風の襲来」の多い時期とされていて、それゆえ、今日でも、台風、地震、その他の、まさに「防災の日」と制定されているのである。そして、今年も、九月一日の二百十日に、主人公である「風野又三郎」は、再び、日本にやってきたという想定であるが、それを本文で見ると、まず、子供の一人が、「……又三郎さんは去年も今いま頃ごろここへ来たか」と聞くと、又三郎は、「……去年は今よりもう少し早かったろう。面おも白しろかったねえ。九州からまるで一飛びに馳かけて馳かけてまっすぐに東京へ来たろう。（中略）、それからその晩、夜どおし馳けてここまで来たんだ」とある。だとすれば、これは、まさに「強い風」（つまり「台風」）と一緒にやって来たということであり、そして、「……今年だって二百二十日になったら僕は又馳けて行くんだ」とあるが、それは、九月十日（つまり「二百二十日」）の早朝、強い風や雨などの降る（嵐の中）、風野又三郎は、（一郎に別れを告げて）、再び、飛び去って行くのである。――それでは、まず、本文の「冒頭」から見てみたいと思うが、それは、次のようなものである。

    　

    　　本文の「冒頭」

    　

    　　どっどどどどうど　どどうど　どどう

    　　ああまいざくろも吹きとばせ

    　　すっぱいざくろもふきとばせ

    　　どっどどどどうど　どどうど　どどう

    　

    　谷川の岸に小さな四角な学校がありました。

    　学校といっても入口とあとはガラス窓の三つ付いた教室が一つあるきりでほかには溜たまりも教員室もなく運動場はテニスコートくらいでした。

    　先生はたった一人で、五つの級を教えるのでした。それは、みんなでちょうど二十人になるのです。三年生はひとりもありません。

    　さわやかな九月一日の朝でした。青ぞらで風がどうと鳴り、日光は運動場いっぱいでした。そこに子供たちが登校して来て、最初の二人（一年生）が、ちょっと教室の中を見ますと、まるで顔も知らない赤い髪かみの子供がひとり一番前の机にちゃんと座すわっていました。それを見て、一人は、自分の机にその子が座すわっているので、泣き出し、そして、もう一人の子も泣き出しそうになりました。――一方、教室にいる子は、変てこな鼠ねずみいろのマントを着て水晶すいしようかガラスか、とにかくきれいなすきとおった沓くつをはいていました。それに顔と言ったら、まるで熟した苹果りんごのよう殊ことに眼はまん円でまっくろなのでした、とある。そして、この子供こそは、まさに風の子「風野又三郎」にほかならないのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　それでは、なぜ｢髪の毛」は、「赤い色」なのだろうか？　それは、結局のところ、「人間」ではなく、いわゆる｢風の子」だからである。つまり、｢人間の子」ではないということを強調するための、また、人間と区別するための｢一つの象徴」になっているのである。例えば、昔話や童話にも、よく「赤鬼」や「青鬼」などが登場して来るが、それでは、なぜ「赤鬼」や｢青鬼」なのだろうか？　それは、「鬼」は、「人間」とは違う。その「違い」を強調するために、人間のような｢肌色」ではなく、例えば、「赤色」や「青色」、その他の色をしているという、そういう、われわれ人間の「発想」なのである。

    　それでは、なぜ、「……顔と言ったら、まるで熟した苹果りんごのよう殊ことに眼はまん円でまっくろなのでした」ということになるのか？　それは、恐らく、「……（風を起こすために）激しく動き回れば、頬が上気して真っ赤になるし、また、冷たい風に当たれば、頬は冷気で真っ赤になるというようなイメージからの発想であり、また、台風の眼は、丸いし黒いというようなイメージからの発想」ではないかと思う。さらに、「……変てこな鼠ねずみいろのマントを着て水晶すいしようかガラスか、とにかくきれいなすきとおった沓くつをはいていました」とある。これは、一体、どういうことかと問えば、まず、「変てこな鼠ねずみいろのマント」というのは、恐らく、｢雲の色｣、つまり、「台風」は、「……風だけではなく、当然のことながら、雨も降らせる」ことになるからであり、また、「……水晶すいしようかガラスか、とにかくきれいなすきとおった沓くつをはいていました」とある。これは、「沓くつ」は履いてはいるが、それは、「すきとおった沓くつ」であり、｢人間の靴」とは違うということである。特に「すきとおった透明感」を強調しているが、それは、「ガラスのマント」で「空を飛ぶ」というイメージも全く同じことであり、つまり、「……水晶かガラスの沓くつをはき、ガラスのマントで空を飛ぶ」というイメージは、やはり「すきとおった透明感」をことさらに強調しているが、それは、一体、なぜかと敢えて問えば、それは、まさに「風には色がない」という「根源的なイメージ」からなのである。

    　

    　　二、九月一日

    　

    　さて、九月一日の本文の「内容」であるが、それは、「……さわやかな九月一日の朝でした。青ぞらで風がどうと鳴り、日光は運動場いっぱいでした。黒い雪ゆき袴ばかまをはいた二人の一年生の子がどてをまわって運動場にはいって来て、まだほかに誰たれも来ていないのを見て、『ほう、おら一等だぞ。一等だぞ』と、かわるがわる叫さけびながら大おお悦よろこびで門をはいって来たのでしたが、ちょっと教室の中を見ますと、二人ともまるでびっくりして棒立ちになり、それから顔を見合せてぶるぶるふるえました。がひとりはとうとう泣き出してしまいました。というわけはそのしんとした朝の教室のなかにどこから来たのか、まるで顔も知らないおかしな赤い髪かみの子供がひとり一番前の机にちゃんと座すわっていたのです。そしてその机といったらまったくこの泣いた子の自分の机だったのです。もひとりの子ももう半分泣きかけていました。そこへ他ほかの男の子たちも次から次へと集まり、その一人の嘉助かすけが、「なして泣いでら」と、泣いてない方の子に聞くと、その子も、わあと泣き出してしまいました。――一方、教室にいる子は、ぜんたいその形からが実におかしいのでした。変てこな鼠ねずみいろのマントを着て水晶すいしようかガラスか、とにかくきれいなすきとおった沓くつをはいていました。それに顔と言ったら、まるで熟した苹果りんごのよう殊ことに眼はまん円でまっくろなのでした」とある。そこに、女の子たちも集まり、最後、六年生の一郎がやって来て、「誰たれだ、時間にならないに教室へはいってるのは」と、窓へはいのぼって教室の中へ顔をつき出して言いました。「……早く出はって来こ、出はって来こ」（早く「外に出て来い」）と言っても、その変な子はずっと椅子に座ったまままわりを見まわしている様子でした。

    　そこに先生がいつものきらきら光る呼子笛ぶえを持っていきなり出入り口から出てきて、笛を口にあててピルルと吹くと、みんなはきちんと運動場に整列しました。けれども誰の目もみんな教室の中の変な子に向いていました。号令がかかり、順に入り口から入り、教室の中へと入りました。（原稿数枚なし）。先生は、「……みなさん休みは面白おもしろかった（です）ね。朝から水泳ぎもできたし林の中で鷹たかにも負けないくらい高く叫んだりまた兄さんの草くさ刈かりについて行ったりし（まし）た。それはほんとうにいいことです。けれどももう休みは終わりました。これからは秋です。むかしから秋は一番勉強のできる時だといってあるのです。ですから、みなさん今日から又またしっかり勉強しましょう」と話をする。すると、生徒の一人が、先生に、「さっきいた変な子は何だったべ」と聞く。すると、先生は、「さっきの子……」と言い、「なんの話みたいな感じ」になっている。これは、一体、どういうことかと問えば、それは、「風の子」というのは、子供たちには「見えて」も、大人の人たちには「見えない」ということなのか？　ここも「以下原稿数枚なし」となっているのでよく分からない。（つまり、本文はここで一度「途絶え」て、突然、次の文章になる。）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　それは、「……あの山にのぼってよくそこらを見ておいでなさい。それからあしたは道具をもってくるのです。それではここまで」と先生は言いました。みんなはもうあの山の上ばかり見ていたのです。そして、「気を付けっ」と一郎が叫び、「礼っ」で、みんなおじぎをするや否いなやまるで風のように教室を出ました。それからがやがやその草くさ山へ走ったのです。女の子たちもこっそりついて行きました。けれどもみんなは山にのぼるとがっかりしてしまいました。みんながやっとその栗くりの木の下まで行ったときはその変な子はもう見えませんでした。そこには十本ばかりのたけにぐさが先生の言った通り風にひるがえっているだけだったのです」とある。――これは、恐らく、子供たちが、「あっ、あの山の上にさっきの変な子がいる！」と言ったのに対して、先生は、子供たちに、「そんな変な子なんか見えませんよ。ただたけにぐさが風にひるがえっているだけですよ。うそだと思うならば、あの山にのぼってよくそこらを見ておいでなさい」と言ったのである。だからこそ、みんなはおじぎをするや否いなやまるで風のように教室を出て、あの草くさ山へと走ったのである。しかし、そこにはもうあの「変な子」はいなかったということである。

    　そして、小さい方の子供たちは、もうあんまりその変な子のことばかり考えていたもんですから、もうそろそろ厭あきていました。そしてみんなはわかれてうちへ帰りましたが、一郎と嘉か助は仲々それを忘れてしまうことはできませんでした、とある。

    　つまり、宮沢賢治は、「風の子」というのは、子供たちには「見えて」も、大人の人たちには「見えない」という、そういう「設定」にしようとしたのかも知れない。

    　

    　　三、九月二日

    　

    　さて、次は「九月二日」であるが、この日は、次のような展開になっていく。それは、「……（六年生の）一郎と五年生の耕一とは、丁度午后ごご二時に授業がすんで、いつものように教室の掃除そうじをし、それから二人は一緒に学校の門を出ましたが、その時二人の頭の中は、昨日の変な子供で一杯になっていました。そこで二人はもう一度、あの小山の栗の木まで行ってみようと相談をして、丘をぐんぐん登って行きました。

    　ところが、丘の途中のところで、ひょっと上の栗の木を見ると、たしかにあの赤毛の鼠ねずみ色のマントを着た変な子が草に足を投げ出し、だまって空を見上げているのです」。（中略）、二人は胸をどきどきさせながら、まるで風のように駈け上がり、二人はやっとその子の前まで来ました。一郎がまだはあはあ言いながら、切れ切れに叫びました。「汝うなぁ誰たれだ。何だ汝うなぁ」。するとその子は落ちついて、まるで大人のようにしっかり答えました。「風野又三郎」。「……どこの人だ、ロシアか」と聞くと、その子は空を向いて、はあはあはあはあ笑い出しました。その声はまるで鹿しかの笛のようでした。それからやっとまじめになって、｢……又三郎だい」と、ぶっきり棒に返事しました。「……ああ風の又三郎だ」と。一郎と耕一とは思わず叫んで顔を見合せました。｢……そんだらあっちこっち飛んで歩くな」と、一郎がたずねました。「うん」と答え、｢……面白いかい」と、耕一が聞きました。すると風野又三郎は又笑い出して空を見ました。「うん面白い」と。……

    　さて、これが『風野又三郎』という作品の、まさに｢展開」であり、この後あとは、毎日、放課後、丘の「栗の木」の下に集まって来る子供たちに、主人公の「風野又三郎」が、風の子として世界中を「旅」（旅行）した時の実に様々な「体験・経験」などを楽しく話をするという内容であり、それらの内容については、本文を読んでもらえばわかるので、ここでは省略をして、大まかな「展開」だけを順を追って取り上げてみたいと思う。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　まず、九月一日に、学校の教室に突然その「姿すがた」を見せるが、いつしか消えてしまい、その日は、岩手山の方に行っていた。それゆえ、子供たちとはまだ一度も正式には「顔合わせ」も「話」もしていない。一方、『風の又三郎』の場合には、まさに「転校生」という設定ですから、先生に紹介され、父親も出席して、みんなと一緒に「夏休み」開けの「ホームルーム」（それは「宿題や通信簿」などの提出）に参加して、それが終わると、父親と一緒に家へと帰るという展開になっている。さて、次は、九月二日であり、授業を終えて、学校の門を出た「一郎と耕一」は、昨日の変な子が気になっていて、そこであの小山の栗の木までまた行ってみようと相談して、丘をぐんぐん登って行くと、丘の途中の栗の木の下で、あの赤毛の鼠ねずみ色のマントを着た変な子が草に足を投げ出しているので、そこまで駈け上がって、その子の前まで来ると、一郎は、まだはあはあ言いながら、「汝うなぁ誰たれだ。何だ汝うなぁ」と聞く、それに対して、その子は、「風野又三郎」と答える。ここから、まさに風の子｢風野又三郎」と「子供たち」との交流が始まるという、そういう展開になっているのである。……

    　

    　　三、九月三日

    　

    　そして、次は九月三日であるが、この日は、一郎が子供たちを連れて、いつもの丘に駈け上がって来ると、そこにはまだ又三郎は来ていなかった。そこでみんなは声をそろえて、「……又三郎、又三郎、どうどっと吹ふいて来こ」と、それに似たような言葉をその後も何度も何度も繰り返しながら叫んでいるうちに、やがて又三郎がやって来る。そして、実は、｢……あすこに白い雲が環わになって光っているんだろう。僕はあのまん中をつきぬけてもっと上に行ったんだ。そして叔父おじさんに挨拶あいさつして来たんだ、僕の叔父おじさんなんか偉えらいぜ。今日だってもう三十里から歩いているんだ」と言う。そして、子供の一人が、｢……又三郎さんは去年も今頃いまごろここへ来たか」と聞くと、「……去年は今よりもう少し早かったろう。九州からまるで一飛びに馳かけて馳けてまっすぐ東京へ来たろう、そしたら丁度僕は保久ほきゆう大将の家を通りかかったんだ。僕はね、あの人を前にも知っているんだよ、だから面白くて家の中をのぞきこんだんだ。そして、『ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、甘いざくろも吹き飛ばせ、酸すっぱいざくろも吹き飛ばせ』という感じで。ホラね、ざくろの実がばたばた落ちたんだ。（中略）、それからその晩、夜どおし馳けてここまで来たんだ。そして、今年だって二百二十日になったら僕は又馳かけて行くんだ」と言う。

    　すると、小さな子供たちは一斉に、「ほう、いいなあ、又三郎さんたちはいいなあ」と言う。それに対して、又三郎は、「……お前たちはだめだねえ、なぜ人のことをうらやましがるんだい。僕だってつらいことはいくらもあるんだい。お前たちにもいいことはたくさんあるんだい。僕は自分のことを一向考えもしないで人のことばかりうらやんだり馬鹿ばかにしているやつらは一番いやなんだぜ。僕たちの方ではね、自分を他ほかのものとくらべることが一番恥ずかしいことになっているんだ。僕たちはみんな一人一人なんだよ」と言う。それに対して、一郎は次のように応える。「……又三郎さん、おらはお前をうらやましがったんでないよ、お前をほめたんだ。おらはいつでも先生から習っているんだ。本当に男らしいものは、自分の仕事を立派に仕上げることをよろこぶ。決して自分が出来ないからって人をねたんだり、出来たからって、出来ない人を見くびったりしない」と。この「言葉」は、そのまま宮沢賢治自身の「言葉」でもあるのだろう。……

    　

    　　四、九月四日

    　

    　では、次は、九月四日になるが、この日は、又三郎はみんなが丘の栗の木の下に着くやいなや、いきなり「サイクルホールの話聞かせてやろうか」と言う。この「サイクルホール」というのは、いわば「渦を巻く風」のことであり、「……小さなサイクルホールなら僕たちたった一人でも出来る。くるくるまわって走れぁいいからね。そうすれば、木の葉や何かマントにからまって、丁度うまい工合ぐあいかまいたちになるんだ。ところが大きなサイクルホールはとても一人じゃ出来あしない。小さいのなら十人ぐらい。大きなやつなら大人もはいって千人だってあるんだよ」と言う。そして、それは、「……日がかんかんどこか一ひととこに照る時か、また僕たちが上と下と反対にかける時ぶっつかってしまうことがあるんだ。そんな時とまあふたいろにきまっているねえ。あんまり大きなやつは、僕はよく知らないんだ。南の方の海から起って、だんだんこっちにやってくる時、一寸ちよつと僕等がはいるだけなんだ。ふうと馳かけて行って十ぺんばかりまわったと思うと、もうずっと上の方へとのぼって行き、そんな大きなやつへうまくはいると、九州からこっちの方まで一ぺんに来ることも出来るんだ。けれどもまあ、大抵は途中とちゆうで高いとこへ行っちまうね。だから大きなのはあんまり面白かあないんだ。十人ぐらいでやる時は一番愉ゆ快かいだよ」と言う。

    　そして、「……竜巻はねえ、ずいぶん凄すごいよ。海のには僕は入ったことはないが、小さいのを沼でやったことがあるよ。丁度お前達の方のご維い新しん前ね、日ひ詰ずめの近くに源五沼（五郎沼）という沼があって、そのすぐ隣となりの草はらで、僕等は五人でサイクルホールをやった。ぐるぐるひどくまわっていたら、まるで木も折れるくらい烈はげしくなってしまい、丁度雨も降るばかりのところだった。一人の僕の友だちがね、沼を通る時、とうとう機はずみで水を掬すくっちゃったんだ。さあ僕等はもう黒雲の中に突き入ってまわって馳けたねえ、水が丁度漏じよう斗ごの尻しりのようになって来るんだ。下から見たら本当に恐かったろう。……『ああ竜りゆうだ、竜だ』と、みんなは叫んだよ。実際下から見たら、さっきの水はぎらぎら白く光って黒雲の中に入って、竜のしっぽのように見えたかも知れない。その時友だちがまわるのをやめたもんだから、水はざあっと一ぺんに日ひ詰ずめの町に落ちかかったんだ。その時は僕はもうまわるのをやめて、少し下に降りて見ていたがね、さっきの水の中にいた『フナやナマズ』などがばらばらと往来や屋根に降ってくると、みんなは外へ出て恭々うやうやしく僕等の方を拝んだり、降って来た魚を押し戴いただいていたよ。僕等は竜じゃないけれども、拝まれるとやっぱりうれしいからね」と言う。

    　また、逆サイクルホールというのもあるよ。これは高いところから、さっきの逆にまわって下りてくることなんだ。この時ならば、そんなに急なことはない。冬は僕等は大抵シベリヤに行ってそれをやったり、そっちからこっちに走って来たりするんだ。僕たちがこれをやってる間はよく晴れるんだ。冬ならば咽喉のどを痛くするものがたくさん出来る。けれどもそれは僕等の知ったことじゃない。それから五月か六月には、南の方では、大抵支し那なの揚よう子す江こうの野原で大きなサイクルホールがあるんだよ。その時丁度北のタスカロラ海かい床しようの上では、別に大きな逆サイクルホールがある、とある。――これらは、例えば、大小様々な「……つむじ風、地上の竜巻、海上の竜巻、台風、その他」などをイメージしていることになるのだろう。

    　

    　　五、九月五日

    　

    　さて、次の日は九月五日であるが、この日は、いつものように子供たちが集まると、主人公の「風野又三郎」は、次のような話を始める。それは、「……僕たちの仲間はみんな上海と東京を通りたがるよ。どうしてって東京には日本の中央気象台があるし上海には支那の中華ちゆうか大気象台があるだろう。どっちだって偉えらい人がたくさん居るんだ。本当は気象台の上をかけるときは僕たちはみんな急ぎたがるんだ。どうしてって風力計がくるくるくるくる廻まわっていて僕たちのレコードはちゃんと下の機械に出て新聞にも載のるんだろう。誰だっていいレコードを作りたいからそれはどうしても急ぐんだよ。でも俄にわかに急いだりすることは大へん卑怯ひきようなこととされているんだ」と言う。そして、上海の気象台の上を通ると、いつも下には、支那しな人の理学博士と助手の子供が一人いて、子供は、風の吹き方を見て、「これは颱風ぐふうですね」と言うが、支那人の博士はいつも一向に相手にしない。――例えば、子供が、「これはきっと颶風ぐふうですね。ずいぶんひどい風ですね」と言うと、博士は葉巻をくわえたまま笑って、「家が飛ばないじゃないか」と言って相手にしない。また、子供が、「この風はたしかに颱風ぐふうですね」と言うと、博士は、「瓦かわらも石も舞まい上らんじゃないか」と言い、子供が、「だって木の枝が動いてますよ」と言っても、博士はまるで相手にしない。このような会話を、又三郎は、上海の気象台の上を通るたびに聞いていたので、ある日、低気圧と一緒に上海の気象台の上を通った時は、風力計の椀わんがまるで眼にも見えない位速くまわっているの見、又あの支那人の博士が黄色なレーンコートを着子供の助手が黒い合羽かつぱを着てやぐらの上に立って一生懸命空を見あげているのを見た時、さあ僕はもう笛ふえのように鳴りいなずまのように飛んで、『今日は暴風ですよ、そら、暴風ですよ。今日は。さよなら』と叫びながら通ったんだ。また、ある日、水沢の臨時緯度いど観測所の上を通った時も、下では木村博士と気象の方の技手ぎてとがテニスをしていて、どう見ても技手ぎては博士にかなわないので、気の毒に思って、テニスの得意な木村博士のサーブを風を吹かせてとんでもない方向に飛ばして、博士が、「こんな筈はずはないぞ」と言うのを聞いて、これ位言わせれば沢山だと思って観測所を離れ、そして、次の日、ここへ来たんだよと言う。

    　

    　　六、九月六日

    　

    　さて、次は、九月六日であり、この日は、午前中は、しとしとと雨が降り、午后にはすっかり晴れ上がって、授業が終わると、一郎も耕一も学校の門の処で「あばえ」と言ったきり別れてしまいました。――というのも、又三郎もはじめこそほんとうにめずらしく奇体きたいだったのですが、だんだんなれて見ると割合ありふれたことになってしまってまるで東京からふいに田舎いなかの学校へと移って来た友だちぐらいしか思われなくなっていたのです。

    　さて、耕一の家は、学校から川かわ添ぞいに十五町ばかり遡のぼった処にありました。そして、その「帰り道」で、次のようなことが起こるのでした。それは、楢ならや樺かばの木が途に被かぶさったところがあり、耕一がその下を通ると、俄にわかに木がゆれてつめたい雫しずくが一ぺんにざっと落ちて来て、肩から背中まで濡れました。耕一は、ちょっと梢こずえを見上げて顔を少し赤らめ笑いながら歩いて行くと、次の木のトンネルを通る時も、ざっとその雫しずくが落ちてきて、今度はすっかり体まで水が滲しみるくらい濡れました。耕一はぎょとしましたが、やっぱり口笛を吹いて歩いて行くと、まもなく、また、木のかぶさった処を通る時、今度は周囲に十二分に注意を払いながらも、今度もざあっと雫しずくが落ちてきたのです。「誰たれだ、誰だ」と叫んでも、何の返事もなく、そこで今度は傘をさして行こうと思い、傘を（少し）開くと、俄にわかにどうっと風が吹いて傘はぱっと開き、終には傘は風にこわされ蕈きのこのようになりました。耕一は、とうとう泣き出すと、丁度それと一緒に向うではあはあ笑う声がし、驚いてそちらを見ると、それは、又三郎でした。耕一は、怒って、「何為なにすぁ、ひとの傘ぶっかして」と言うと、又三郎はいよいよ笑いころげるのでした。耕一は、もうこらえ切れず持っていた傘をいきまり又三郎に投げつけ、それから泣きながら組み付いていきました。すると又三郎はすばやくガラスマントをひろげて飛びあがってしまい、もうどこへ行ったか見えないのです。耕一は、しばらく悔しさにしくしく泣いていましたが、やっとあきらめてうちへ帰り、縁側から入ろうとしてふと見ると、さっきの傘が元通り直った状態でひろげて干してあるのでした。耕一は、縁側に座すわりながらとうとう笑い出してしまいました。

    　ちなみに、ここら辺の「内容」とその次の「内容」その他が、小さな子供たちに読ませるにはいまいち「問題」があるという感じで、恐らく、表舞台から裏舞台へと、それは、宮沢賢治自身も、そのような「心の動き」から、新たな『風の又三郎』へと書き換えることになる、その大きな「動機」（要因）の一つにもなっているのだろう。……

    　

    　　七、九月七日

    　

    　さて、次の九月七日は、雨もすっかり晴れて、日曜日でしたから誰も学校に出ませんでした。ただ耕一は、昨日、又三郎にあんなひどい悪戯いたずらをされたので、どうしても今日は遭あってうんとひどい目にあわそうと思い、自分一人でもこわかったので、一郎をさそって朝の八時頃ごろからあの栗の木の下に行って待っていました。すると又三郎の方でも大へんに早く丁度九時頃、丘の横の方から何か考え込んだような風をして鼠ねずみいろのマントをうしろへはねて腕組みをして二人の方へやって来たのでした。さあ、しっかり談判しなくちゃいけないと考えて耕一はどきっとしました。又三郎は、二人が居るのを知っていたようでしたが、いかにも考え込むという風で二人の前を知らないふりして通り過ぎようとすると、「又三郎、うわぁい」と、耕一はいきなりどなりました。又三郎はぎょっとしたようにふり向いて、「……どうして今日はこんなに早いんだい」と訊たずねると、一郎は、「日曜でさ」と言い、又三郎も、「あっ、忘れていたよ」と言う。やがて、耕一は、「うわぁい、又三郎、汝うななどぁ、世界に無くてもいいな。うわぁい」と言う。すると、又三郎は、「……やあ、耕一君、昨日はずいぶん失敬したね」。「……昨日は、実際失敬したよ。僕、雨が降ってあんまり気持ちが悪かったもんだからね」、「……僕たちが世界中になくてもいいってどう言うんだい。箇条かじようを立てて言ってごらん」と言うと、耕一は、「……汝うななどぁ悪戯いたずらばりさな。傘ぶっ壊かしたり」。「それから」、「樹き折ったり転覆おつけあしたりさな」。「それから」、「稲いねも倒たおさな」。「あとはどうだい」、「家もぶっ壊かさな」。「それから」、「砂も飛ばさな」。「それから」、「シャッポも飛ばさな」。「それから」、「電信柱も倒さな」。「それから」、「塔とうも倒さな」。「塔は家のうちだい。それから」、耕一は、もう大抵たいてい言ってしまったので、いくら考えてももう出てきません。苦しまぎれに、「風車かざぐるまもぶっ壊かさな」と言うと、又三郎は、今度こそはまるで飛びあがって笑ってしまいました。風車なら僕を悪く思っちゃいないんだよ。勿論もちろん、時々壊すこともあるけど、廻まわしてやるときの方がずうっと多いんだ。

    　そして、又三郎は、「……僕たちのやるいたずらで一番ひどいことは日本ならば稲を倒すことだよ。二百十日から二百二十日ころまで、昔むかしはその頃ほんとうに僕たちはこわがられたよ。なぜってその頃は丁度稲に花のかかるときだろう。その時僕たちにかけられたら花がみんな散ってしまってまるで実にならないだろう。けれどもいまはもう農業が進んで、二百十日のころになど花の咲いている稲なんか一本もないだろう。大抵もう柔やわらかな実になっているか、早い稲はもうよほど硬かたくさえなっているよ。もう一つは、木を倒すことだよ。これだって、倒れないようにして置けぁいいんだ。僕だっていたずらはするけれど、いいことはもっと沢山たくさんするんだよ、色々いろいろな花の花粉かふんを運ぶだろう。それから、僕らが通ると草木はみんな丈夫になるよ。悪い空気も持って行っていい空気も運んで来る。もし僕がいなかったら病気も湿気しつけもいくらふえるか知れないんだ。……」と言う。

    　

    　　八、九月八日

    　

    　さて、九月八日になると、その日は、大へんいい天気でした。 みんながいつもの栗の木の下に集まると、又三郎は、北極は寒いかいという話をきっかけに、やがて、「大循環」の話を始める。それは、「……赤道から北極まで大循環さえやるんだ。赤道には僕たちが見るとちゃんと白い指導標が立っているよ。お前たちが見たんじゃわかりゃしない。大循環志願者出発線、これより北極に至る八千九百ベェスター、南極に至る八千七百ベェスターと書いてあるんだ。僕は大循環は二編へんやったよ。尤もつとも一編は途中とちゆうからやめて下りたけれど、僕たちは五編大循環をやって来ると、もうそれぁ幅はばが利きくんだからね、だからみんなでかけるんだよ。けれども仲々うまくいかないからねえ」とあり、その後は、赤道から北極までどのように行ったかの話であり、それがいかに大変で必死の努力がどれほど必要かを事細かに説明をし、そして、「……大循環到着者とうちやくしやはこの付近ふきんに於おいて数日間休養すべし、帰路は各人の任意なるも障碍しようがいは来路に倍するを以もつて充分じゆうぶんの覚悟かくごを要す。……」という白い杭くいが、あちこちの氷山に立っている。それから、これより赤道に至る八千六百ベスターというような標もあちこちにある。だから僕たちはこの辺でまあ五六日はやすむねえ、そしてまったくあの辺は面白いんだよ。白熊しろくまも居るしね、あいつはふざけたやつだねえ、あっぷあっぷ溺おぼれるまねをしたりなんかもするねえ、そんなことをしてふざけながらちゃんと魚をつかまえるんだからえらい。それからその次に面白いのは北極光オーロラだよ。ぱちぱち鳴るんだよ、ほんとうに鳴るんだよ。紫むらさきだの緑だのずいぶん奇麗な見世物だよ。そのうちとうとう又帰るようになるんだ。それは、あした又話すからね。じゃさよなら。……

    　

    　　九、九月九日

    　

    　さて、九月九日の本文は、次のようなものである。「……北極は面白いけれどもそんなに永くとまっている処とこじゃない。うっかり馳はせまわってふらふらしているとこなどを、ヘルマン大佐になどに見られようもんならさっそく、おい、その赤毛、入れ、なんて来るからねえ、いくら面白いたって少し疲れさえなおったら出発をはじめるんだよ。帰りはもう自由だからみんなで手をつながなくてもいいんだ、気の合った友達と二人三人ずつ向うの隙すき次第出掛でかけるだろう。僕の通って来たのはベーリング海峡かいきようから太平洋を渡って北海道へかかったんだ。どうしてどうして途中のひどいこと前に高いとこをぐんぐんかけたどこじゃない、南の方から来てぶっつかるやつはあるし、ぶっつかったときは霧ができたり雨をちらしたり負ければあと戻りをしなけぁいけないし、丁度力が同じだとしばらくとまったりこの前のサイクルホールになったりするし、勝ったってよっぽど手間取るんだからそらぁ実際気がいらいらするんだよ。喧嘩けんかだってずいぶんするよ。けれども決して卑怯はしない。そら僕らが三人ぐらい北の方から少し西へ寄って南の方へ進んで行くだろう。向こうから丁度反対にやって来るねえ、こっちが三人で向うが十人のこともある。向うが一人のこともある、けれども勝ちまけは人数じゃない力なんだよ、人数へ早さをかけたものなんだよ」とある。そして、北極から丁度一ヶ月目には、僕は津軽海峡を通ったよ。あけがたでね、函館はこだての砲台ほうだいのある山には低く雲がかかっている。僕はそれを少し押しながら進んだ。海すずめが何重もの環わになって白い水にすれすれにめぐっている。かもめも居る、船も通る、えとろふ丸なんていう荷物を一杯に積んだ大きな船もあれば白く塗ぬられた連絡船れんらくせんもある。そうそう、そのとき僕は北海道の大学の伊藤さんにも会った。あの人も気象をやってるから僕は知っている。それから僕は少し南へまっすぐに朝鮮へかかったよ。（以下省略）。――これは、一体、何なのかと問えば、それは、まさに「北」（北極）から「南」（赤道）への「気象の流れ」と、もう一方の「南」（赤道）から「北」（北極）への「気象の流れ」であり、そして、また、西から東への「気象の流れ」、それらがぶつかり合う様子を、そのように描いているということである。

    　例えば、テレビの場合、ふだんの「天気予報」では、いわゆる「気象予報士」の人が一人現われて、主に「日本列島」などを中心とした「天気予報」を行なっているかと思うが、それをもっと地球規模グローバル化した「世界地図（北半球）」（それは「赤道から北極」までの地図）などを前にして、大規模な「天気予報」（気象の流れ）などを行なえば、例えば、フィリピン沖で発生した「台風」などを説明する場合、その「北半球の地図」では、具体的には、東南アジア諸国、中国、ロシア（シベリア）、朝鮮半島（北朝鮮と韓国）、また、日本海と日本列島、太平洋とオホーツク海、そして、ベーリング海、その他などを前にして、いわゆる「高気圧・低気圧」などの配置、そして、これからの「気象」（台風）の推移などを専門的に説明することになるかと思うが、その北半球（や南半球）での「気象現象（風）の流れ」こそは、まさに宮沢賢治が言う「大循環」であり、宮沢賢治は、実際に「気象のことをよく知っている専門家の人たち」から、直接、いろいろ話を聞いているのであり、だからこそ、九月八日と九日の「大循環」は、実に事細かな説明になっているのである。

    　

    　　十、九月十日

    　

    　さて、いよいよ「九月十日」（つまり「二百二十日」）であり、この日、一郎は、「……ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、ああまいざくろも吹ふき飛ばせ、すっぱいざくろも吹き飛ばせ、ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ」という、先頃又三郎から聴きいたばかりのその歌を夢ゆめの中で又またきいたのです。びっくりして跳はね起きて見ると、外ではほんとうにひどく風が吹いてうしろの林はまるで咆ほえるよう、土間に下りて、馬屋の前を通って潜くぐりを開けると、風がつめたい雨のつぶと一緒にどうっと入ってきて、一郎はなぜか胸の底まで滲しみ込んだように思ってはあと強く息を吐はきました。そして、外へかけ出しました。外はもうよほど明るく土はぬれて居おり、一郎は、「……ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、ああまいざくろも吹きとばせ、すっぱいざくろも吹きとばせ、ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ」と大声で叫ぶと、風の中から、今度は、「……ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ、楢ならの木の葉も引っちぎれ、とちもくるみもふきおとせ、ドッドド、ドドウド、ドドウド、ドドウ」という声が、きれぎれに聞こえてきて、一郎は、声の来る栗の木の方を見ました。俄かに頭の上で、「……さよなら、一郎さん」と言ったかと思うと、その声はもう向うのひのきのかきねの方へ行っていました。一郎は高く叫びました。「……又三郎さん、さよなら」、かきねのずうっと向うで又三郎のガラスマントがぎらっと光りそれからあの赤い頬ほほとみだれた赤毛とがちらっと見えたと思うと、もうすうっと見えなくなってただ雲がどんどん飛ぶばかりで、一郎は背中一杯に風を受けながら手をそっちへのばして立っていた。そして、一郎は、早く支度をして学校へ行ってみんなに又三郎のさようならを伝えたいと思って、少しもどかしく思いながら、いそいで家の中へと入りました」というところで終わっている。

    　

    　　十一、どっどど……

    　

    　最後に、冒頭に出て来る、いわゆる「……どっどど、どどうど、どどうど、どどう、ああまいざくろも吹きとばせ、すっぱいざくろもふきとばせ、どっどど、どどうど、どどうど、どどう」という言葉であるが、これは、一体、どういう「意味合い」を持つものなのか？　それは、次のようなことである。――まず、例えば、映画でも、舞台でも、或いは、テレビドラマでも、最初に「テーマソング」のような感じで流れて来ると、それを見聞きしている人たちは、今までの現実の「世界」から、まさに一気にその「世界」（例えば「風野又三郎」の世界）へと入って行けるという効果があるとともに、もう一つは、いわゆる「主人公」（例えば「風野又三郎」）が登場する時の「効果音」として「使用する」ことによって、その「主人公」（例えば「風野又三郎」）の登場が、より魅力的に観えて来るという、そういう、まさに「演出的効果」もあるということである。

    　次に、その「言葉」の意味であるが、まず最初の「……どっどど、どどうど、どどうど、どどう」というのは、言うまでもなく、「風の音」であり、しかも、「ドの音」で始まるということは、決して「軽い音」ではなく、むしろ重低音のような不気味な「音」を響かせている。そして、「……ああまいざくろも吹きとばせ、すっぱいざくろもふきとばせ」ということは、「甘いざくろは残し、すっぱいざくろだけ吹き飛ばせ」ということではなく、まさに「すべてのざくろを吹き飛ばせ」ということである。それは、結局、「風」そのものは、われわれ人間のような、いわゆる「善悪」や「利害損得」の判断などは、全く出来ない（もちろん「マンガやアニメ」のように擬人化すれば出来る）ということである。――すべては、まさに「自然の摂理」に基づいて生じて来るものであり、それゆえ、すべては「結果」に過ぎず、「風が吹いた」ことが、結果として、「善いこと」になる場合もあれば、逆に、「悪いこと」になる場合もある。それらは、すべて「結果」に過ぎず、「風」そのもの、あるいは「自然」そのものは、すべて「自然の摂理」に基づいて生じて来るだけである。ここに、「自然」そのものの本当の「恐ろしさ」があるのである。なぜなら、「自然」そのものは、われわれ人間のような、いわゆる「善悪」や「利害損得」などの判断は、全く持ち合わせてはいない。それゆえ、人間のことなど何一つ考えてはいないのである。それゆえ、たとえ様々な「自然災害」（例えば、地震、津波、台風、ハリケーン、集中豪雨、洪水、土砂崩れ、落雷、豪雪、雪崩なだれ、大噴火、隕石衝突、その他）でどれほどの「犠牲者」が出ようと、そんなことは、全くお構いなしなのである。それが、まさに「自然」そのものであり、「自然」そのものは、本来、どこまでも「不気味で恐ろしいもの」であって、例えば、海であれ、山であれ、川であれ、空であれ、その他、何であれ、ひとたび本気で荒れ狂ったら、人間などひとたまりもないのである。だからこそ、われわれ人類は、遙はるか遠い大昔むかしから、様々な「自然」を「神」として崇め、祭り、生け贄や供え物などをし、歌ったり、踊ったりして、その「ご機嫌」を伺いながら、まさに「自然の驚異」を「鎮めてきた」ということである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　　風の又三郎

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　　「風の又三郎」について

    　

    　例えば、宮沢賢治の数多くの「作品」のその中なかでも、いわゆる『風の又三郎』という作品は、非常に人気の高い「作品」の一つであり、それでは、一体、どこにどのような「魅力」があるというのだろうか？　そのことについて少し考えてみたいと思うが、まず、本文の「冒頭」は、次のような「内容」から始まるものである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　どっどど　どどうど　どどうど　どどう

    　青いくるみも吹きとばせ

    　すっぱいかりんも吹きとばせ

    　どっどど　どどうど　どどうど　どどう

    　

    　谷川の岸に小さな学校がありました。

    　教室はたった一つでしたが生徒は一年から六年までみんなありました。運動場もテニスコートのくらいでしたが、すぐうしろは栗くりの木のあるきれいな草の山でしたし、運動場のすみにはごぼごぼつめたい水を噴ふく岩穴もあったのです。

    　さわやかな九月一日の朝でした。青ぞらで風がどうと鳴り、日光は運動場いっばいでした。黒い雪袴ゆきばかまをはいた二人の一年生の子がどてをまわって運動場にはいって来て、まだほかに誰たれも来ていないのを見て、「ほら、おら一等だぞ。一等だぞ」とかわるがわる叫びながら大よろこびで門をはいって来たのでしたが、ちょっと教室の中を見ますと、二人ふたりともまるでびっくりして棒立ちになり、それから顔を見合わせてぶるぶるふるえましたが、ひとりはとうとう泣き出してしまいました。というわけは、そのしんとした朝の教室のなかにどこから来たのか、まるで顔もしらないおかしな赤い髪の子供がひとり、いちばん前の机にちゃんとすわっていたのです。そしてその机といったらまったくこの泣いた子の自分の机だったのです。（中略）、そして、（教室のなかで座っているその子は）、形からが実におかしいのでした。変てこなねずみいろのだぶだぶの上着を着て、白い半ずぼんをはいて、それに赤い革かわの半靴はんぐつをはいていたのです。それに顔といったらまるで熟したりんごのよう、ことに目はまん丸でまっくろなのでした。（中略）、いっこうに言葉が通じないようなので一郎も全く困ってしまいました、とある。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、ここまでの「引用文」は、前述の『風野又三郎』の「本文」と基本的には「ほとんど同じ内容」であり、ただ、はっきりと違う部分は、「……変てこな鼠ねずみいろのマントを着て、とにかくきれいなすきとおった沓くつをはいていた」という内容から、今度は、「……変てこなねずみいろのだぶだぶの上着を着て、白い半ずぼんをはいて、それに赤い革かわの半靴はんぐつをはいていた」という内容へと書き換えている。一方、書き換えなかった部分は、「……赤い髪をして、顔はまるで熟したりんごのよう、ことに目はまん丸でまっくろでした」という部分である。それでは、なぜ、「……マントからだぶたぶの上着に替え、また、透き通った沓くつから赤い革かわの靴に替えた」のかと問えば　それは、まさに「風の子」から「人間の子」へと替えるためであり、また、なぜ、「……赤い髪をして、顔はまるで熟したりんごのよう、ことに目はまん丸でまっくろでした」という部分だけは書き換えなかったかと問えば、それは、まさに「風の子」の部分も残すためであったということである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　つまり、「作者」（「宮沢賢治」）は、いわゆる『風野又三郎』という作品を書く時には、まさに百％風の子「風野又三郎」として描えがいたのに対して、今度の『風の又三郎』という作品を書こうとする時には、「作者自身」（つまり「宮沢賢治」）の「頭の中」(或いは「心の中」)では、ある種の「迷い」があって、それは、つまり、まさに百％人間の子「高田三郎」にしたほうがよいのか？　それとも、「風の子の部分」を残すにしても、一体、どのくらい「風の子の部分」を残したほうがよいのかと迷った時に、「作者」（つまり「宮沢賢治」）は、ある程度「風の子の部分」も残した人間の子「高田三郎」にしたほうがよいということになったのである。――つまり、人間の子「太田三郎」であるとともに、風の子「風野又三郎」の部分もある程度は残したということである。その「一つの証拠」となるものが、まさに「……赤い髪をして、顔はまるで熟したりんごのよう、ことに目はまん丸でまっくろでした」という特徴を残したということと、もう一つは、五年生の「嘉か助」に、わざわざ強い風が吹いた時に、突然、「……ああわかった、あいつは風の又三郎だぞ」と言わせる場面があるが、そこにこそ、作者の「意図」（つまり「想い」）がはっきりとあるのであり、それは、まさに風の子「風野又三郎」という特徴をも主人公に持たせようとした「意図」（つまり「想い」）が、はっきりと見えているのである。なぜなら、まさに百％人間の子「高田三郎」にするつもりであれば、そのようなことを言わせる必要などどこにもないからである。それゆえ、まさにある程度は「風の子の部分」も残したほうがよい（或いは「残したかった」）という結論になるということである。

    　つまり、「作者」（「宮沢賢治」）の「頭の中」（或いは「心の中」）では、基本は、まさに転校生・人間の子「高田三郎」という「設定」に書き換えながらも、もう一方では、いわゆる風の子「風野又三郎」という特徴をも、ある程度は残した（或いは「残したかった」）ということである。それでは、なぜ、そのようなことをしたのかと問えば、それは、次のようなことである。――つまり、自然界において、風は、多かれ少なかれ、必ず、吹いているものである。そして、強く吹く時もあれば、また、弱く吹く時もあり、その結果として、様々な悪戯いたずらをすることもある。だとすれば、風の子「風野又三郎」は、姿は見せなくとも、絶えず存在していることになる。つまり、風の吹くところには、必ず、風の子「風野又三郎」は、存在しているのであり、それゆえ、風の子「風野又三郎」を完全に排除することはでき得ないとともに、いわゆる「風」（特に「強い風」）などが吹けば、その地域の小さな子供たちは、自然と、「……あっ、今のは、風の子『風野又三郎』の悪戯いたずらだ！」と思うような「風土的な環境」もあったのだろう。それゆえ、今度の『風の又三郎』という「作品」の主人公に最もふさわしいのは、一方では、転校生、つまり、人間の子「高田三郎」であるとともに、一方では、突然、どこからともなく「姿」を現わし、また、どこへともなく消えて行く、そういう、小さな子供たちから見れば、まさに風の子「風野又三郎」的な特徴をも兼ね備えたような、そういう、まさに新しい主人公の「風の又三郎」にしたかったということである。ところが、実際に書き進めていくうちに、多くの場合、人間の子「高田三郎」として描かれていることが多くなり、もう一方の風の子「風野又三郎」としては、嘉か助だけが、特に「そう思い込んでいる状態」であり、ほかの子供たちは、嘉か助が、そう言うから、そうなんだろう、と思っているような状態であるのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　それでは、なぜ、「作者」（「宮沢賢治」）は、主人公を「風の子」から「人間の子」へと書き換えたのだろうか？　それには次のような非常にはっきりとした理由があるからである。――つまり、われわれ人間の「人間形成期」（つまり「人間として形成されていく時期」）としては、第一期の「人間形成期」（それは「乳幼児期」）（〇歳～五歳まで）があり、また、第二期の「人間形成期」（それは「小学校時代《学童期》」）（六歳～十一歳まで）があり、そして、第三期の「人間形成期」（それは「中・高時代《思春期》」）（十二歳～十七歳まで）があり、最後に、第四期の「人間形成期」（それは「大学・社会人時代」）（十八歳～三十歳前後）があるということである。そして、第一期の「乳幼児期」（〇歳～五歳まで）というのは、まさに「家族関係」（特に「親子関係」）などが極めて親密な時期であり、また、第二期の「小学校時代（学童期）」（六歳～十一歳まで）は、子供同士の実に様々な「子供の遊び」などが最も盛んな時期であり、そして、第三期の「中・高時代（思春期）」（十二歳～十七歳まで）は、まさに「第二次性徴」とともに、自我がはっきりと目覚めて、異性への関心なども非常に高まる時期にあたるということである。

    　そして、「作者」（「宮沢賢治」）という人は、第二期の「人間形成期」（それは「小学校時代《学童期》」）というものを、その現実の「生のままの子供たち」というものをできるだけ生き生きと描いておきたくなったということである。つまり、「作者」（つまり「宮沢賢治」）という人は、自分が子供だった頃を「想い出」しながら、その子供の頃になりきった「目線」で、その現実の「生のままの子供たち」をできるだけ生き生きと描いておきたくなったのである。それは、一体、なぜかと問えば、それは、自分の子供の頃のまさに「原風景」（或いは「原体験」）そのものであるとともに、自分の「人間形成」の「原点」そのものでもあるからである。そこで、「作者」（つまり「宮沢賢治」）は、自分の子供の頃の「体験や経験」などを踏まえた「作品」であったであろう、有名な『種山たねやまヶ原はら』や『さいかち淵ふち』その他などを、まさに「ここに持ってきた」ということである。

    　つまり、『風の又三郎』という作品をよくよく丁寧に読んでみると、その「内容」は、大きく「二つ」に大別されているが、その一つは、まさに学校での「授業風景」その他であり、そして、もう一つは、まさに放課後の「子供同士の遊び」その他であり、あとは「自然」が描かれているだけである。これは、一体、どういうことかと問えば、それは、結局、この「二つのもの」（或いは「自然」をも含めた「三つのもの」）をできるだけ生き生きと描いておきたかったということである。それゆえ、この「二つのもの」（或いは「三つのもの」）を中心にして考えを進めていきたいと思う。

    　

    　　一、九月一日

    　

    　先ず、九月一日、晴れた日、子供たちは、久しぶりに学校に登校して来る。最初に登校して来た「二人」（一年生）は、教室の中に見知らぬ赤毛の子供が一人いるのを見て、二人はぶるぶるふるえ、一人は泣き出してしまう。そこに、次から次へと子供たちが集まって来ては、最後に、六年生の「一郎」も来て、外から窓の中にいる子供に、「……誰だ、時間にならないに教室へはいってるのは」、「……早ぐ出はって来こ、出はって来こ」と言っても、何の返答もなく、みんなががやがや騒いでいると、「……そのとき風がどっと吹いて来て教室のガラス戸はみんながたがた鳴り、学校のうしろの山の萱かやや栗くりの木はみんな変に青じろくなってゆれ、教室のなかの子どもはなんだかにやっと笑ってすこしうごいたようでした」。すると嘉か助がすぐ叫んだ。「……ああわかった。あいつは風の又三郎またさぶろうだぞ」、そうだとみんなも思った、とある。この嘉か助の「言葉」がきっかけとなり、転校生・人間の子「高田三郎」は、若しかしたら伝説の「風の又三郎またさぶろう」ではないかと思われるようになる。特に嘉か助は、「……そう思い込んでいる状態」である。――これはもちろん、「作者」（つまり「宮沢賢治」）が意図的にそうしているのであり、「作者」（つまり「宮沢賢治」）の「頭の中」（或いは「心の中」）では、基本は、まさに転校生・人間の子「高田三郎」という設定にしながらも、もう一方では、いわゆる風の子「風野又三郎」という特徴をもそれなりに残した（或いは「残しておきたかった」）ということである。

    　やがて、玄関から呼び子を右手に持った先生が出て来て、そのすぐ後ろから、さっきの赤毛の子、白いシャッポをかぶって、先生について出て来る。そして、先生は呼び子をビルルと吹くと、「……六年生は一人、五年生は七人、四年生は六人、三年生は十二人、二年生は八人、そして、一年生が四人、前へならえで組ごとに一列に縦に並びました」とあるが、これは、今日の「朝礼」の時にも、それぞれ「組ごとに一列に縦にならぶ」のと、まったく同じ整列の仕方であり、例の赤毛の子は、五年生の嘉か助のすぐうしろに入ることになる。その後、一年生から順に、下駄箱のある入口へと歩いていき、下駄箱で上履きに履き替えて、自分の教室へと入っていく。もちろん、教室は一つであるとともに、教室の席順も、外での並びのように、組ごとに一列に机にすわりました、とある。

    　さて、先生は、「……みなさん、長い夏なつのお休みはおもしろかったですね。みなさんは朝から水泳ぎもできたし、林の中で鷹たかにも負けないくらい高く叫んだり、またにいさんの草刈りについて上うえの野原へ行ったりしたでしょう。けれどももうきのうで休みは終わりました。これからは第二学期で秋です。むかしから秋はいちばんからだもこころもひきしまって、勉強のできる時だといってあるのです。ですから、みなさんもきょうからまたいっしょにしっかり勉強しましょう。それからこのお休みの間にみなさんのお友だちが一人ふえました。それはそこにいる高田さんです。そのかたのおとうさんはこんど会社のご用で上の野原の入り口へおいでになっていられるのです。高田さんはいままでは北海道の学校におられたのですが、きょうからみなさんのお友だちになるのですから、みなさんは学校で勉強のときも、また栗拾くりひろいや魚さかなとりに行くときも、高田さんをさそうようにしなければなりません。わかりましたか。分かった人は手を上げてごらんなさい」と言い、また、「……きょうはみなさんは通信簿と宿題をもってくるのでしたね。持って来た人は机の上へ出してください。私がいま集めに行きますから」とある。そして、先生がみんなのを集めてしまうと、「……きょう持って来なかった人は、あしたきっと忘れないで持って来てください。ではきょうはここまでです。それから四年生と六年生の人は、先生といっしょに教室のお掃除そうじをしましょう。ではここまで」とあり、一郎の「気をつけ」、「礼」、（今日では一般に「起立・礼・着席」）になるかと思う。これらは、実に懐かしい小学校の「ホームルーム風景」であり、誰もがそれぞれ小学校の頃の懐かしい「想い出」が実にいろいろと呼び覚まされて来るのではないだろうか。それこそは、まさに作者の「願い」そのものでもあるのである。

    　一方、三郎の父親は、同じ教室にいて、ホームルームの後あと、先生に、「……何ぶんどうかよろしくお願いいたします」と丁寧に挨拶をして、三郎を連れて一緒に家へと帰って行くのである。（ちなみに、先生は、標準語で話をしている。だとすれば、地元出身の先生ではなく、恐らく、東京出身の先生であり、それゆえ、服装も「洋服」を身につけていたということである。）

    　

    　　二、九月二日

    　

    　さて、次の日は、一郎も嘉か助も、早めに学校に行き、あの赤毛の変な子は、今日もやって来るだろうかと、鉄棒の上と下で待っていると、三郎は、どてをぐるっとまわって、正せい門から「お早う」と入って来る。二人は勢いに押されて、返事に口ごもってしまう。三郎は、運動場を見まわして、誰か遊び相手でもさがすようでしたが、やがて、「……この運動場は、何間なんけんあるかというように、正せい門から玄関まで大またに歩数を数えながら歩き始めました」とある。（これは恐らく、賢治自身、子供の頃から「山歩き」などをしていたということなので、或いは、そういうことが出来たのかも知れない）。やがて、先生が出てきて、校庭で整列し、教室へと入って行く。そして、いわゆる一時間目の「授業」が始まることになるが、それは、「……一年生と二年生の人はお習字のお手本と硯すずりと紙を出して、三年生と四年生の人は算術帳と雑記帳と鉛えん筆ぴつを出して、五年生と六年生の人は国語の本を出してください」とある。そして、この中で興味深いのは、算数の時間であり、三年生は「引き算」、四年生は「かけ算」を勉強しているという場面である。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　例えば、古代ギリシアのピタゴラス学派では、「一」という数字は、「一」であるとともに、「すべて」を意味する数字でもあったのである。それでは、「二」という数字は、一体、どういう数字かと問えば、それは、例えば、一つの「丸いケーキ」があるとする。それを真ん中から縦に半分にすれば、ケーキは「二分」されて、「二つ」になる。これが、すなわち、「二」という数になるのである。同じように、「三」という数字は、「丸いケーキ」を「三等分」、そして、「四」は、「丸いケーキ」を「四等分」して、まさに「四」になるのである。これがピタゴラス学派の一つの「数」の「考え方」になるのである。

    　例えば、「二分の一」というのは、「丸いケーキ」を「半分にした状態」であり、また、「三分の一」というのは、「丸いケーキ」を「三等分した状態」であり、そして、「四分の一」というのは、「丸いケーキ」を「四等分した状態」のことであり、これが、すなわち、「分数の映像化」である。――例えば、「四分の四」は、なぜ「一」になるのか？　それは、「四分の四」というのは、「丸いケーキを四等分し、その四等分されたケーキが四つある」という意味であり、だから、「一」になるのである。また、「四分の三」というのは、「丸いケーキを四等分し、その四等分されたケーキが三つある」という意味なのである。それでは、「四分の五」が、なぜ「一と四分の一」になるのか？　それは、「四等分されたケーキが四つあれば、一になり、残りは、四分の一になる」からである。

    　次に、「分数のたし算」であるが、例えば、二分の一と四分の一を足したら、いくつになるのか？　この場合、二分の一の「大きさ」と四分の一の「大きさ」が全く違う。それゆえ、「分母」（大きさ）を揃そろえなければならない。そのためには、二分の一を四分の二にすれば、「大きさ」が同じになる。同じ「大きさ」になれば、足し算ができる。つまり、四分の二＋四分の一=四分の三つになる。それでは、二分の一と三分の一を足したら、いくつになるのか？　この場合、「分母」（大きさ）を揃そろえなければならない。同じ「大きさ」にするためには、二分の一を六分の三、三分の一を六分の二にすれば、「分母」（大きさ）が同じになる。「分母」（大きさ）が同じになれば、足し算ができる。すなわち、六分の三＋六分の二=六分の五になる。ちなみに、「分母」（大きさ）を同じにするためには、いわゆる「分母」×「分母」で、同じ大きさの「分母」になるのである。

    　つまり、「分母」というのは、「丸いケーキ」を「幾つに分割したのか」という意味であり、そして、「分子」というのは、その「分割されたものが幾つあるか」という意味なのである。これが、まさに分数という数式の「意味」なのである。

    　それでは、「かけ算」というのは、一体、どういうものになるのか？　例えば、３×２=６になる。この「数式」は、一体、何を意味しているのだろうか？　それは、次のようなことである。つまり、「……３の一まとまりが２つある」という意味なのである。それゆえ、３＋３=６になるのである。例えば、９×４=３６になる。この場合、「……９の一まとまりが４つある」という意味であり、それゆえ、９＋９＋９＋９=３６になる。これが、まさに「かけ算」の「数式の意味」なのである。――それでは、「割り算」というのは、一体、どういうものなのか？　例えば、８÷２=４になる。これは、一体、何を意味しているのだろうか？　それは、次のようなことである。つまり、「……８という総数の中に２という一まとまりがいくつあるか」という意味なのである。それゆえ、８という総数の中に２という一かたまりは４つあるので、それゆえ、８÷２=４になるのである。例えば、ミカンが「６００箇」取れました。それを「３０箇」入りの箱に詰めます、それでは、「３０箇」入りの箱が幾つあれば、すべてのミカンを「箱詰め」できるでしょうか？　この場合、総数が「６００箇」、それを「３０箇」ずつ箱に詰めていけば、やがては「２０箱」ですべて箱詰めができることになる。つまり、「割り算」というのは、「……６００という総数の中に３０という一まとまりがいくつあるか」という意味であり、それは、「２０コある」という意味になるのである。それが、すなわち、６００÷３０=２０という数式の「意味」なのである。

    　それでは、足し算は、一体、どういう「意味合い」になるのだろうか？　例えば、３＋２＝５という数式は、一体、何を意味するのかと問えば、それは、「……（もともと）３あったところに、新たに２加わった」という「意味合い」になるのである。しかも、ここで最も大事なことは、足し算の数式が成り立つためには、足すものは、まさに「同類のもの」でなければならず、例えば、人間の数に人間の数、リンゴの数にリンゴの数、そして、ミカンの数にミカンの数を加える時だけ成り立つ数式であり、例えば、人間３人にりんご２つを加えても、決して５にはならないのである。これは、引き算の場合も全く同じことであり、引き算の「数式」は、「……（もともと）３あったところから、２引いた」という「意味合い」になるとともに、例えば、人間の数から人間の数、リンゴの数からリンゴの数、そして、ミカンの数からミカンの数を引く時だけ成り立つ数式であり、例えば、人間３人からミカン２つを引いても、決して１にはならないのである。以上、足し算、引き算、分数、かけ算、そして、割り算の、それぞれの「数式」の「意味合い」がはっきりと理解できたので、この世に存在する、足し算、引き算、分数、かけ算、そして、割り算の、ありとあらゆる問題は、すべて一つ残らず解くことができ得るのである。

    　例えば、２＋３×４÷３―２×５分の２÷３分の２＝？　という場合、まず、かけ算と割り算を先に計算し、その後あと、足し算と引き算を計算するようにすること。そして、この問題の「数式」の意味は、（もともと）２あったところに、新たに３の一まとまりが４つ加わり、その総数の中に３の一かたまりがいくつあるかと問えば、４となり、前半の数式は、２＋４＝６になる。次は、２の一まとまりが五分の二あるという意味であり、分数の「かけ算」の仕方は、分母×分母、分子×分子であり、２×５分の２＝１分の２×５分の２＝５分の４になるのである。そして、その５分の４の総数の中に、３分の２はいくつあるかという意味になり、分数の「割り算」の仕方は、５分の４×２分の３＝１０分の１２＝５分の３となる。つまり、割る方の分数（分母・分子）を逆にして×かければ、それで「答え」が出る。そして、最後は、６―５分の３は、分母を揃そろえて５分の３０―５分の３＝５分の２７＝５と５分の２になるのである。あとは、数字がどのような桁けたの数字になろうとも、全く関係なく、この世に存在する、足し算、引き算、分数、かけ算、そして、割り算の、ありとあらゆる問題は、すべて一つ残らず解くことができ得ることになるのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　では、今度は、五年生と六年生の「国語の時間」についてであるが、それは、まず、教科書を「黙読」させる。そして、読めない「字」や意味の分からない「字」などは、雑記帳にどんどん書き写させる。あとで、先生が、みんなの分からない「字」の「読みと意味」などを黒板に書き記す。そして、今度は、順番に「十行づつ」の「音読」をさせて、途中、先生も読み、そして、最後の人まで読み進むと「音読」はそこで終わりになる。――この国語の時間の「音読」というのは、ほとんどの人たちが一度は経験したことがあるのではないかと思うが、自分の順番が近づいて来るにつれて、心臓もどきどきして来るとともに、実際に立って読んだ時に、文章を読み間違えて、みんなから笑われたりした経験を持つ人も、意外に数多くいるのではないかと思う。

    　それでは、「本を読む」とは、一体、本の「何を読む」というのだろうか？　それをごく簡単に説明すると、それは、次のようなことである。――まず、一つは、「文章」そのものの「美しさ」を感じること。一つは、表面的な「意味や内容」などを読むだけではなく、もっと奥深くにある「文章の真意」（或いは「作者の真意」）というものを厳密に読み解くこと。そして、最終的には、作者の「魂の鼓動」（それは「魂の声」）をできるだけ生のまま聴くということである。――例えば、ゲーテならゲーテ、シェイクスピアならシェイクスピア、ドストエフスキーならドストエフスキー、夏目漱石なら夏目漱石、太宰治なら太宰治、芥川龍之介なら芥川龍之介、宮沢賢治なら宮沢賢治の「魂の声」をできるだけ生のまま聴くということである。つまり、多くの人たちが表面的な「意味や内容」などを読むだけで終わってしまいがちであるが、しかし、「本を読む」というのは、表面的な「意味や内容」などを読むだけではなく、「本を読む」というのは、最終的には、まさに「作者の心」を深く読み説くことであり、その「文章の真意」（或いは「作者の真意」）というものをできるだけ厳密に読み説くことである。そのためには、文章の「一字一句」を、文字通り、その「一字一句」をどこまでも丁寧かつ厳密に読み進むことが、何よりも大事なことになるのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、次の「二時間目」は、「音楽の時間」であり、一年生から六年生までみんなで「唱歌」（歌をうたうこと）になるが、それは、いままでに習ったのを先生のマンドリン（ふつうオルガン）に合わせて五つも歌いました。三郎もみんな知っていて、（だとすれば、小学校唱歌や童謡などか）、みんなどんどん歌いました。そして、この時間はたいへん早く過ぎました。（それは、楽しいからである）。そして、「三時間目」になると、今度は、二年生と四年生が「国語」で、五年生と六年生が「数学」でした。先生はまた黒板に問題（恐らく「割り算」）を書いて五年生と六年生に計算させました。しばらくたって一郎が答えを書いてしまうと、三郎のほうをちょっと見ました。すると三郎は、どこから出したか小さな消し炭で雑記帳の上へがりがりと大きく運算していたのです。（ちなみに、「消し炭」とは、薪まきや炭すみを中途で消してできた柔らかい炭のことであり）、三郎は、自分が持って来た「鉛筆」は、佐太郎とその妹の「かよ」との鉛筆の取り合いの時に、佐太郎にくれてしまったので、持っていた「消し炭」をいわば「鉛筆」代わりに使っているという場面であるが、これは恐らく、子供の頃、宮沢賢治は、珍しい「鉱物」などを探して「山歩き」などをしていたので、そのような時に、例えば、自分の歩幅で「距離」などを測ったり、或いは、見つけた「鉱物」などに採取日や場所などを書くために、宮沢賢治自身、小さな「消し炭」は、いつも持ち歩いていたのかも知れない。……

    　

    　　三、九月四日

    　

    　さて、次は、九月四日（日曜日）、空はよく晴れて、一郎は、途中で嘉か助と佐太郎それに悦治えつじなどを誘さそって、一緒に三郎の家の方へと行きました。上の野原への途をだんだんのぼって行きました。約束のわき水の近くに来ると、「おうい、みんな来たかい」と三郎の高く叫ぶ声がし、そして、三人はやっと三郎の前まで来ると、三郎は、「ずいぶん」待ったぞ。それに「きょうは雨が降るかもしれない」と言う。そして、上の野原の入り口は、きれいに苅られた草の中に一本の大きな栗くりの木が立って、その幹は根もとの所がまっ黒に焦げて大きな洞ほらのようになり、その枝には古い縄なわや、切れたわらじなどがつるしてあった。一郎は、「……もう少し行くづどみんなして草苅ってるぞ。それから馬のいるどごもあるぞ」と言いながら、草の中の一本道をぐんぐん歩いて行くと、やがて、草刈りをしている一郎の兄に出逢う。兄は、よく来たなと言いながら、土手から出ては危険だと告げて、午ひるには戻るからと言って離れていく。子供たちは、馬が七頭いるところに行き、嘉か助は、柵さく（丸太の棒の端）を一つ外はずし、みんなはそこから中に入っていく。寄って来る馬にみんなは手（塩）をなめさせるが、三郎は、最初、手をポケットに入れたままでいると、悦治えつじから「おっかながるぢゃい」と言われるので、手を馬に舐なめさせるが、すぐにポケットに入れてしまい、又、悦治えつじから「馬おっかながるぢゃい」と笑われる。そこで、三郎は、向こうの大きな木までみんなで「競馬」しようと言い出し、それぞれ自分の馬を決めて、その馬の尻を叩いて走らせていくうちに、外はずれていた柵さくから「二頭の馬」が逃げ出してしまう。

    　だが、丸太を越えて外へ出ると、二頭の馬はもう走るでもなく、どての外に立って草を食べていたので、一郎は、その一頭にそうっと近づいていって捕つかまえることができたが、もう一頭の馬は、三郎と嘉か助がそうっと近づいて捕つかまえようとすると、驚いて、丈たけぐらいある草を分けて本気で逃げ出してしまい、三郎と嘉か助は、あわててその馬を捕つかまえようと必死に追いかけていくが、嘉か助は、その三郎も馬の姿も見失ってしまい、広い草原の中をあちこち一人で探し回っているうちに、天候も急に悪化し、深い霧の中、家のように見えるものがあり、それに近づいて行くと、大きな岩に行き当たるなど、途みちに深く迷まよってしまう。その時、「……間違って原の向こう側へおりれば、又三郎もおれも、もう死ぬばかりだ」と、嘉か助は半分思うように、半分つぶやくようにした。それは、初めて「身の危険」を感じて、まさに「自分自身にそう言い聞かせた」ということである。そして、「……非常に強い風が吹いて来て、空が旗のようにぱたぱた光って翻ひるがえり、火ひ花ばながパチパチパチッと燃えました」とある。そのような感じに見えるほど、まさに精神的にも肉体的にも「疲労困憊」をしていて、「……嘉か助はとうとう草の中に倒れて眠ってしまった」とある。そして、その「夢の中」で、三郎が「風の又三郎」としてガラスのマントで空を飛ぶ夢を見る。ふと眼を覚ますと、近くに馬がいて、また、「おおい、嘉か助、いるが、嘉か助」と、一郎やそのにいさんの声などが聞こえて来る。そして、「おおい。いる、いる、一郎、おおい」ということで、一郎のにいさんと一郎が、とつぜん目の前に立ち、嘉か助はにわかに泣き出す。一郎のにいさんは、「捜したぞ。あぶながったぞ。すっかりぬれだな。……」と言うのであった。そして、彼らの帰りを栗の木の所でずっと待っていたお爺じいさんも、「全体どこまで行ってた」と聞くと、一郎のにんさんは、「笹ささ長なが根ねのおり口だ」と答える。それを聞いて、お爺じいさんは、「……あぶないがった。あぶないがった。向こうさ降りだら馬も人もそれっ切りだったぞ」と言うのであった。その後、みんなは野原を下りるが、嘉か助は、その帰り道で、「……あいづやっぱり風かぜの神だぞ。風かぜの神の子っ子だぞ」と言うが、一郎は、「そだないよ」と否定するのであった。……

    　

    　　四、種山たねやまヶ原はら

    　

    　さて、この「高の原の場面」は、すでに書かれてあった『種山たねやまヶ原はら』という作品の「内容」の本筋をこの場所に持って来たものであり、内容的には、逃げた動物が「牛」から「馬」に変わったことと、もう一つは、「剣舞ばいのこと」などが『風の又三郎』では全く語られていないのが違うところであるが、本筋は、だいたい同じような内容になっているかと思う。

    　それでは、『種山たねやまヶ原はら』という「作品」の、その「内容」を簡単に要約すると、「……種山たねやまヶ原はらというのは、北上きたかみ山地さんちの真ん中の高原であり、春になると、北上の河谷かこくのあちこちから、沢山たくさんの馬が連つれて来られ、此この部落の人たちに預あげけられては、上の原に放はなたれるが、それも八月の末すえには、みんなめいめいの持主もちぬしに戻もどされるのであった」。この高原は、その地形から「雲や雨や雷かみなりや霧」などは、いつでもすぐに起おこりやすいところなのである。

    　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、夏の休みももう明日だけで、達たつ二は、明後日みようごにちから、二つの谷を越こえて、再び、学校へ通うことになる。宿題しゆくだいは、みんな済すみ、蟹かにを捕とったり木炭すみを焼やいて遊あそぶのも、もうみんな厭あきてしまった。此この夏休みの中で、一番面白おもしろかったのは、やはり「……お爺じいさんと一緒いつしよに上の原へ仔馬こうまを連つれに行ったことと、もう一つは、どうしても剣舞ばいであった」とある。（つまり、宮沢賢治にとって、子供の頃の、この高原での「体験や経験」などは、一生忘れられないほどの極めて印象深いものであったということである。……）

    　さて、達たつ二は、母親に呼ばれ、兄さんが、上の原のすぐ上がり口で、草を苅かっているから、弁当を持って行ってくれ。それから牛も連れてって、草を食べさせてくれ、と頼まれる。そこで、達たつ二は、静かに牛を追いながら、上の原への道をだんだんとのぼって行き、やがて高の原の入口に辿り着く。すると、兄さんがやって来て、「……よく来たな。牛も連つれて来たのが、弁当べんとう持もってか。俺おらもう少し草集あつめて仕舞しむがらな、此処ここらに居いろ」と言って、また、行ってしまう。ところが、どうしたことか、牛が俄にわかに北の方へ駈け出し、背の高い草を分けて、どんどん牛が走り出し、達たつ二はどこまでも夢中むちゆうで追いかけて行くが、深い霧の中なか、やがて途みちに深く迷まよってしまう。 その時に、「……間違まちがって原を向むこう側がわへ下りれば、もうおらは死ぬばかりだ」と、半分思う様に、半分つぶやくようにした。それは、自分に「そう言い聞かせた」ということであり、なぜなら、自分は、今、まさに自分の「生死を分かつ場面」に直面しているというような「予感」（感じ）からである。

    　これは、恐らく、宮沢賢治の実際の「体験・経験」などから生じて来たその時の「心の声」であり、この高原かどこかの山で道に迷まよったその「体験・経験」は、何が何でも書き残しておきたかった。なぜなら、それは、まさに自分の「生死を分けた」不思議な「体験・経験」であり、それゆえ、『風の又三郎』の中にも、再び、登場させているのである。

    　さて、達たつ二は、道に深く迷まよい、いつか草に倒たおれて眠り、奇妙な「夢」を見る。その夢の「内容」（例えば「剣舞ばいや可愛らしい女の子或いは山男に捕とらわれる」など）は、ここでは省略をして、まさに「悪夢」から目が覚めると、牛がすぐ眼の前に立っていたとともに、雷と「風の音」との中から、微かすかに兄さんの声が聞こえて来て、助かることになる。そして、お爺じいさんも、「……全体ぜんたい何処どこまで行ってだった」と聞くと、「……笹ささ長なが根ねの下り口だ」と兄が答える。それを聞いて、「……危あぶなぃがった。危ぃがった。向むこうさ降おりだらそれっ切りだったぞ」と言うのであった。このお爺じいさんの「生の声とその言葉」は、恐らく、宮沢賢治の「頭の中」（或いは「心の中」）にはっきりと「記録保存」されていたものに違いない。……

    　

    　　五、九月六日

    　

    　さて、次の日、九月六日（火曜日）は、朝のうちは雨でしたが、（この雨は大事であり、あとの「葉の雫しずく」に直結する）。三時間目の終わりにはすっかりやみ、あちこちに青ぞらも見えてきた。耕助は、学校終えたら、「葡萄ぶどうとりにいかないか」と嘉か助を誘うと、嘉か助は、「三郎も行かないか」と誘う。すると、耕助は、「……あそご三郎さ教えるやないぢゃ」と言うが、三郎は、「……行くよ、ぼくは北海道でもとった」と言う。五時間目が終わると、一郎と嘉か助と佐太郎それに耕助と悦治えつじと三郎と六人で学校から上流のほうへ登って行った。すると、小さなたばこ畑があり、 三郎は、「……なんだい、この葉は」と言いながら葉を一枚むしって一郎に見せると、一郎はびっくりして、「……わあ、又三郎、たばこの葉とるづど専売局にうんとしかられるぞ。わあ、又三郎何してとった」と顔色をかえて言うと、みんなも口をそろえてはやし立てる。すると、三郎は、「……おら知らないでとったんだい」と怒ったように言い、さっきの木の根元にそっとその葉を置く。耕助だけは、そのことをしつこくはやし立てるが、みんなは小さなみちを山のほうへと少しのぼっていくと、栗の木があちこち立って、下には葡萄ぶどうがもくもくした大きな藪やぶになっていた。「……こごおれ見っつけだのだからみんなあんまりとるやないぞ」と耕助が言うと、三郎は、「……おいら栗のほうをとるんだい」といって石を拾って枝に投げると、青いイガが一つ落ちて来る。三郎はそれを棒きれでむいて、まだ白い栗を二つ取り出した。……

    　一方、耕助は、もう一つの藪やぶの方に行こうと一本の栗くりの木の下を通ると、いきなり上から雫しずくが一ぺんにざっと落ちてきて、耕助は肩から背中まで濡れてしまう。ふと上を見ると、木の上に三郎がのぼっていて、なんだか少し笑いながら顔を拭いている。「又三郎何する」と耕助は、木の上を見上げ、三郎は、「風が吹いたんだい」とくつくつ笑いながら言う。その後あと、耕助は、もっと葡萄ぶどうを取ろうとしていると、また、頭から冷たい雫しずくをざあっとかぶってしまう。 耕助は、「……わあい又三郎、まだひとさ水掛げだな」と強く怒いかる。三郎は、「風が吹いたんだい」とまた笑う。まわりのみんなも笑う。……

    　そうすると、耕助は、「……うあい又三郎、汝うなみだいな風など世界じゅうになくてもいいなあ、うわあい」と叫ぶと、三郎は、「……失敬したよ、だってあんまりきみもぼくへ意地悪をするもんだから」と言う。しかし、耕助の怒りは収まらず、「……うわい又三郎、汝うなみだいな風かぜなど世界じゅうになくてもいいな、うわい」とまた叫ぶと、三郎は、「……風が世界じゅうになくってもいいってどういうんだい。いいと箇条をたてていってごらん」と言うと、耕助は、つまらないことになったと思いながらも、「……汝うななど悪戯いたずらばりさな、傘かさぶっこわしたり」、「それから」、「木折ったり転覆したりさな」、「それから」、「家もぶっこわさな」、「それから」、「あかしも消さな」、「それから」、「シャップもとばすな」、「それから」、「笠かさもとばさな」、「それから」、「電信柱も倒さな」、「それから」、「屋根もとばさな」、「屋根は家のうちだい、それから」、「ランプも消さな」、「ランプは、あかしのうちだい、それから」、もう言葉が思い浮かばないので、終には「風車もぶっこわさな」と言うと、三郎はこんどこそまるで飛び上がって笑ってしまう。そして、風車なら風を悪く思っちゃいないんだよ。もちろん、時々こわすこともあるけれども、回してやる時のほうがずっと多いんだと言って、また笑う。耕助も最後には一緒に笑い出してしまう。すると、三郎もすっかり機嫌を直して、「……耕助君、いたずらをして済まなかったよ」と言い、二人は「仲直り」をする。「……さあ、それであ行ぐべな」と一郎は言いながら、三郎にぶどうを五ふさばかりくれ、三郎は、白い栗くりをみんなに二つずつ分けた。そして、みんなは下の途までいっしょにおりて、あとはめいめいのうちへ帰ったとある。

    　ところで、この「葉の雫しずくを落とす場面」や「風など世界じゅうにと叫ぶ場面」は、最初の風の子『風野又三郎』にも出て来る内容であり、それを人間の子『風の又三郎』風に「書き直した」ものになるのだろう。……

    　

    　　六、九月七日

    　

    　さて、次の日、「九月七日」（水曜日）は、朝こそ霧がじめじめ降っていたが、二時間目以降は、日はかんかん照り出し、お午ひるになると、一、二年生は下さがり、午後は、まるで夏のようにむし暑くなった。授業がすむと、みんなはすぐ川下しものほうへそろって出かけた。そこには広い河原があり、大きな「さいかちの木」のはえた崖がけになっている。すでに下級生たちは泳いでいて、一郎やみんなは、河原のねむの木の間を走り、いきなりきものをぬぐとすぐ水に飛び込んでは、向こう岸へと泳ぎ始める。三郎もきものをぬいで泳ぎ始めるが、途中で声を上げて笑い出す。向こう岸にいた一郎は、「わあ又三郎、何してわらった」と言い、三郎は、足をだぶだぶ鳴らして泳ぐのがおかしいと言う。（これは、自由形クロールで泳いでいて、その足のばたばたした状態が何かおかしいのか、それとも、三郎は、抜き手か平泳ぎで泳ぐのが普通だと思っていたのか、そのどちらかだと思うが）。その後あと、一郎は、「石取り」をしようと言って、丸い「白い石」を拾い、大きな「さいかちの木」に登っては、そこから白い石を「淵ふち」へと、「落とすぞ、一二三」で下に落とす。そうすると、みんなはわれ勝ちに岸からまっさかさまに水に飛び込んで、底にある「白い石」を取ろうとするが、息が続かず浮かび上がって来る。（……だとすれば、この「淵ふち」は、かなりの「深さ」であり）、黙って見ていた三郎ももぐり込むが、やはり底まで行けず浮かび上がり、みんなから笑われる。（この「笑い」は、一種の安堵でもあり、それは、みんなができないのに、三郎だけできてしまうのは、子供心に悔しいという競争心でもあるのだろう）。そして、この河原での「水遊び」などは、すべて宮沢賢治の子供の頃の生の「体験・経験」などを基として、それらを想い出しながら、この作品をつくり上げているのだろう。

    　その時、向こうの河原のところで、大人が四人、片肌を脱いだり、網あみをもったりしてこっちへとやって来る。一郎は、木の上から、「おお、発破はつぱだぞ。知らないふりをしてろ。石とりやめて早ぐみんな下流しもささがれ」と低い声で叫ぶと、みんなは、なるべく見ないふりをしながら、砥石といしをひろったり、また、鶺鴒せきれいを追ったりしている。すると、向こうの淵ふちの岸では、坑夫をしていた庄助が、あちこち見まわしてから、自利じやりの上へすわって、やがて、腰から「たばこ入れ」をとり、「きせる」をくわえてぱくぱく煙りをふき出し、また、「腹かけ」から何かを出すと、みんなは、「発破はつぱだぞ、発破はつぱだぞ」と叫ぶ。庄助は、きせるの「火」を静かにそれへうつすと、うしろにいた一人はすぐ水に入って網あみをかまえ、庄助は、手に持ったものを、さいかちの木の下の「淵ふち」へと投げこむと、まもなく、「……ぼおというようなひどい音がして水はむくっと盛りあがり、それからしばらくそこらあたりがきいんと鳴りました」とある。――これらは、言うまでもなく、宮沢賢治自身のまさに子供の頃に何度も直接見聞き「体験・経験」したものであり、だからこそ、このような事細かな「描写」ができ得るのである。

    　一郎は、「さあ、流れて来るぞ。みんなとれ」と言い、みんなはそれぞれ大小様々な「魚さかな」を捕つかまえて騒いでいると、「だまってろ、だまってろ」と言う。大きな「発破はつぱの音 」を聞いて、五六人の人たちが見に集まって来るが、庄助は、「さっぱりいないな」と言うと、なぜか、三郎は、自分が獲った「魚さかな」（鮒ふな二匹）を、「魚さかな返すよ」といって河原に置くと、庄助は、「奇体きたいな奴やつだな」とじろじろと見る。みんなは、それを見て笑うが、獲とった魚さかなは、石で囲んだ小さな「生け州す」の中に入れて、みんなは、上流のさいかちの「木」へのぼり始める。その頃、誰かが「あ。生け州すぶっこわすとこだぞ」と叫ぶと、一人、変に鼻のとがった人が、手にステッキみたいなものを持って、みんなの魚をかきまわしている。（これは恐らく、この川にはどんな魚さかながいるのか好奇心から見ていたのだろう）。それを見て、「あ、あいづ専売局だぞ」と佐太郎が言う。そうすると、一郎は、「……みんな又三郎のごと囲んでろ」と言うが、その人は別に三郎をつかまえるふうでもなく、また、浅瀬を渡たるでもなく、ワラジや脚絆きやはんをそのまま洗うというふうに、もう何べんも行ったり来たりしているので、（これは、何か鉱物などを探している姿であり、子供たちにはそれが理解できず）、だんだんこわくなり、一郎が、みんなと一緒に、「……あんまり川を濁にごすなよ、いつでも先生言うでないか」と言うと、「……この水飲むのか、ここらでは」と言い、また、同じ言葉を繰り返すと、今度は、「……川はあるいてわるいのか」と言う。その人は、結局、崖の上のたばこ畑の方へと行ってしまう。三郎は、「……なんだい、ぼくを連れにきたんじゃないや」と言って、真っ先に淵ふちへとび込む。すると、一人ずつ木からはねおりて、河原に泳ぎつき、そして、魚を手ぬぐいや手に持って家へと帰って行く。それは、河原へは「泳ぎ」に来たのであり、いわゆる「魚獲とり」ではないので、バケツなどの入れ物は、何も持っていなかったということである。

    　

    　　七、九月八日

    　

    　さて、次の朝、九月八日（木曜日）、授業の前、みんなが運動場で鉄棒にぶらさがったり、棒かくしをしていると、少し遅れて佐太郎が何かを入れた笊ざるをそっとかかえてやって来た。「なんだ」とみんなはのぞき込むが、佐太郎は、袖そででそれをかくすようにして、学校の裏の岩いわ穴のところへ行き、そこに隠した。それは、魚の「毒もみ」（水の中に魚が麻痺するような弱い毒を撒まいて魚を捕る方法）につかう「山椒さんしよの粉」であり、それを使うと発破はつぱと同じように巡じゆん査さに押おさえられる（つまり捕つかまる）のでした。この日も昨日と同じように暑くなり、みんなはもう授業の済むことばかり待っていて、二時になって五時間目が終わると、もうみんな一目散に飛び出しては、いつもの「さいかち淵ふち」に着きました。みんな急いで着物を脱いで淵ふちの岸に立つと、佐太郎は、「……ちゃんと一列にならべ。いいか、魚さかな浮いて来たら泳いで行いってとれ。とったくらい与やるぞ。いいか」。小さな子供たちは喜んで、押しあったりしながら淵ふちを囲みました。佐太郎は、上流の瀬に行って笊ざるをじゃぶじゃぶ水で洗いました。ところが、よほどたっても魚は浮いて来ません。また、しばらく待っても、やっぱり魚は一ぴきも浮いて来ません。すると、みんなはがやがやと言い出して、みんな水に飛び込んでしまいました。佐太郎はしばらくきまり悪そうにしていたが、やがて、「鬼っこしないか」と言うと、「する、する」とみんなは叫んで、はさみ無しの一人まけかち（これは、チョキを使わず、グー・パーだけでジャンケンをし、例えば、グーが四人、パーが三人の場合、グーを出した四人が勝ちで抜ける。一方、負けた三人は、また、グー・パーだけでジャンケンをし、グーが二人、パーが一人の場合、パーを出した人が負けで、鬼になるというルールである）。ところが、悦治えつじは、（誤って）ひとりはさみを出してしまって、（それは即負けで）、みんなにうんとはやされたほかに鬼となり、河原を走って、喜作きさくを押さえ、鬼は二人になる。それからみんなは、あっちへ行ったりこっちへ来たり、何べんも鬼っこをし合い、最後は、三郎一人が鬼になる。三郎はまもなく吉郎きちろうをつかまえる一方、みんなはさいかちの木の下にいて、それを見ていました。

    　すると、三郎は、「……吉郎きちろう君、きみは上流うえから追って来るんだよ」と言い、吉郎きちろうは、上流うえから来るが、その時、上流うえの粘土が足についていたために、みんなの前ですべってころび、みんなは、わあわあ叫んでいる。すると、「又三郎、来こ」と、嘉か助は、口を大きくあいて、手をひろげて三郎をばかにしました。すると、三郎は、「ようし、見ていろよ」と言って、本気になって、ざぶんと水に飛び込み、そっちのほうへ泳いで行くと、三郎の赤毛はぬれ、唇も少し紫色になったので、子どもらはすっかりこわがってしまう。その粘土のところはせまく、大へんつるつるすべる坂になっているので、三郎は、いきなり両手でみんなへ水をかけると、みんなはぼちゃんぼちゃんと一度にすべって落ち、それを片っぱしからつかまえ、一郎もつかまえる。ただ、嘉か助ひとりが、上をまわって泳いで逃げたので、三郎はすぐに追い付いて押え、腕をつかんで四五へんぐるぐる引っぱりまわしました。嘉か助は水を飲んだらしく、ごぼごぼむせて、「おいらもうやめた。こんな鬼っこもうしない」と言い、小さな子どもらもみんな砂利じやりに上がってしまう。三郎は、一人さいかちの木の下に立っていると、空はいっぱいの黒い雲で、恐ろしい景色に変わり、ごろごろ雷が鳴ったかと思うと、一ぺんに夕立がやって来て、風までひゅうひゅうふき出し、みんなは河原から着物をかかえて、ねむの木の下へ逃げこみました。すると、三郎もはじめてこわくなり、さいかちの木の下から水へはいってみんなのほうへ泳ぎ出しました。すると、だれともなく、「……雨はざっこざっこ雨三郎、風はどっこどっこ又三郎」と叫んだので、みんなもすぐ声をそろえて叫びました。 三郎は、みんなのところに走って来て、がたがたふるえながら、「……いま叫んだのはおまえらだちかい」と聞くと、「……そでない、そでない」と、みんないっしょに叫びました。そして、みんなは、雨のはれ間を待って、めいめいのうちへ帰ったのでした。……

    　

    　　八、九月十二日

    　

    　さて、九月十二日（月曜日）、早朝、一郎は、なぜか、「……どっどど、どどうど　どどうど　どどう、青いくるみも吹きとばせ　すっぱいかりんも吹きとばせ　どっどど　どどうど　どどうど　どどう　どっどど　どどうど　どどうど　どどう」。先頃ごろ、三郎から聞いたばかりのあの歌うたを、一郎は「夢の中」でまた聞いたのです。びっくりしてはね起きて見ると、外ではほんとうにひどく風が吹いて、林はまるでほえるよう、一郎は、下駄げたをはいて土間におり、馬屋の前を通ってくぐりをあけると、風がつめたい雨の粒といっしょにどっとはいって来て、一郎は、風が胸の底までしみ込んだように思って、はあと息を強く吐きました。そして、外へかけだしました。外はもうよほど明るく、土はぬれておりました。外の自然の風景は、みな吹き荒れている状態であり、大急ぎでうちの中へはいると胸を一ぱい張って、息をふっと吹きました。一郎は、顔を洗い、冷たいごはんと味噌を出して、夢中でざくざく食べ、それから油合羽かつぱを着て、嘉か助をさそいに行きました。嘉か助はまだ起きたばかりで、ごはんを食べてから、小さい蓑みのを着て出てきました。……

    　そして、激しい「風と雨」にぐしょぬれになりながら、二人はやっと学校へ来ました。教室はまだしいんとしていたが、ところどころのまどのすきまから雨がはいって板はまるでざぶざぶしていました。一郎はしばらく教室を見まわしてから、「嘉か助、二人して水掃ぐべな」と言って、箒ほうきをもって来て、水を窓の下の穴へはき寄せていました。

    　すると、もうだれか来たのかと奧から先生が出てきましたが、ふしぎなことは、先生があたりまえの単衣ひとえをきて赤いうちわをもっているのです。（これは恐らく、宿直室に泊まったか、朝早く来て、先生は、ふつうの単衣ひとえ（裏地のない和服姿）をしていたので、ふだん見慣れた教室の先生の洋服姿との違いからの驚きであり）、先生は、「……たいへん早いですね。あなたがた二人ふたりで教室の掃除そうじをしているのですか」と聞くと、「……先生お早うございます」。「……先生、又三郎きょう来るのすか」と聞くと、先生はちょっと考えてから、「……又三郎って高田さんですか。ええ、高田さんはきのうおとうさんといっしょにもうほかへ行きました。日曜日なのでみなさんにご挨拶あいさつするひまがなかったのです」。それは、「……おとうさんが会社から電報で呼ばれたのです」。「……ここのモリブデンの鉱脈は、当分手をつけないことになったのです」と。それに対して、嘉か助は、「……そうだないな。やっぱりあいづは風の又三郎だったな」と叫びました。

    　宿直室のほうで何かごとごと鳴る音がして、先生は赤いうちわをもって急いでそっちへ行きました。一方、「……二人はしばらく黙ったまま、相手がほんとうにどう思っているか探さぐるように顔を見合わせたまま立ちました。風はまだやまず、窓ガラスは雨つぶのために曇りながら、またがたがた鳴りました」（完）とある。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　まず、先生であるが、先生は、いわゆる「転校生」（山田三郎）という生徒は、まさに「転校生」（山田三郎）とだけしか見ていないのであり、それゆえ、子供たちのように「風の又三郎」とは全く思ってはいないのである。その証拠が、まさに「……又三郎って高田さんですか」という言葉にはっきりと表れている。（これは恐らく、すべての「大人」たちの基本的な見方になるのだろう）。一方、五年生の「嘉か助」という子供は、逆に、「……そうだないな。やっぱりあいづは風の又三郎だったな」と、最初から一貫してそう思い込んでいるのである。（これはもちろん、作者がそう言わせているのである）。また、六年生の「一郎」という子供は、基本は「風の又三郎ではない」と思っているが、しかし、もしかしたらという想おもいも全くないわけではない。だからこそ、「……二人はしばらく黙ったまま、相手がほんとうにどう思っているか探さぐるように顔を見合わせたまま立ちました」となるのである。それでは、これらは、一体、何を意味するのだろうが？　

    　それは、例えば、子供の頃は、幽霊やお化けその他などが恐くて、夜、一人ではトイレにいけないというようなことは、よくあることではないかと思う。もちろん、そういう心理は、大人にもあるわけだが、ここで大事なことは、まだ小学生ぐらいの子供たちであれば、（例えば、漫画やアニメ或いはテレビなどの主人公やヒーローものなどをはじめ）、子供たちは、一般に、幽霊やお化け或いは風の三郎やその他、そのようなものをとかく「信じやすい」傾向があるのであり、しかも、「風」（特に「強い風」）などが吹けば、「……あっ、今のは、『風の三郎』（風の又三郎）の悪戯いたずらだ！」と思うような、そういう「風土的な環境」などがあれば、なおさらのことである。つまり、大人になると自然と消えてしまうような、そのような子供の頃の実に様々な「子供の心理」というものを、宮沢賢治という作家は、例えば、『風の又三郎』という作品の中でそのまま生き生きと書き残しているということである。

    　

    　　九、結び

    　

    　さて、最初は、宮沢賢治の『風の又三郎』という「一つの作品」について考えるという気持ちで読み始めましたが、結果としては、一つは、風の子『風野又三郎』、一つは、人間の子『風の又三郎』、それに加えて、一つは、『種山たねやまヶ原はら」、そして、もう一つは、『さいかち淵ふち」という、いわば「四つの作品」についての考察になってしまったわけである。

    　まず最初は、『風野又三郎』という作品であるが、この「作品」は、まさに百％風の子「風野又三郎」として描えがかれていて、その主人公である「風野又三郎」というのは、文字通り、まさに「風の子供」であり、それゆえ、親兄弟叔父おじさんその他もいる「風の家族」の一員であり、その「風の家族」は、一年中、まさに「世界中」をずっと風を吹かせながら「旅」（旅行）をしていて、日本へは、毎年、九月一日の二百十日から二百二十日までやって来ているという設定になっている。そして、その本文の「内容」も九月一日から十日までの、主に放課後、丘の「栗の木」の下に集まって来る子供たちに、主人公の「風野又三郎」が、風の子として世界中を「旅」（旅行）した時の実に様々な「体験・経験」などを楽しく話をするという内容であり、それらの詳しい「内容」については、本文を読んでもらえば、それで十分であり、それゆえ、ここでは省略したいと思う。

    　次は、『風の又三郎』という作品であるが、この「作品」は、基本は、まさに転校生・人間の子「高田三郎」という「設定」に書き換えながらも、もう一方では、いわゆる風の子「風野又三郎」という特徴をもある程度は残した（或いは「残したかった」）ということである。それでは、なぜ、そのようなことをしたのか？　それは、次のようなことである。――つまり、自然界において、風は、多かれ少なかれ、必ず、吹いているものであり、強く吹く時もあれば、また、弱く吹く時もあり、その結果として、様々な悪戯いたずらをすることもある。だとすれば、風の子「風野又三郎」は、姿は見せなくとも、絶えず存在していることになる。つまり、風の吹くところには、必ず、風の子「風野又三郎」は、存在しているのであり、それゆえ、風の子「風野又三郎」を完全に排除することはでき得ないとともに、いわゆる「風」（特に「強い風」）などが吹けば、その地域の小さな子供たちは、自然と、「……あっ、今のは、風の子『風野又三郎』の悪戯いたずらだ！」と思うような「風土的な環境」もあったかと思う。それゆえ、今度の『風の又三郎』という「作品」の主人公に最もふさわしいのは、一方では、転校生、つまり、人間の子「高田三郎」であるとともに、一方では、突然、どこからともなく「姿」を現わし、また、どこへともなく消えて行く、そういう、小さな子供たちから見れば、まさに風の子「風野又三郎」的な特徴をも兼ね備えた、そういう、まさに新しい主人公の「風の又三郎」にしたかったということである。

    　そして、このような「話」は、実際に幾らでもあり得る「話」であり、例えば、或る山深い「山村」の小学校などに、都会からの「転校生」などが突然やってくれば、地元の子供たちの間では、必ず、なんだかんだと話題になるとともに、その子供の何か特徴ある「姿・形すがたかたち」や「言動」などから、何らかの「あだ名」などを付けられることも多く、例えば、風が強く吹いた瞬間、突然、「……ああわかった、あいつは風の又三郎だ」と誰かが叫べば、それがそのままその子の「あだ名」となりやすく、また、小さな子供たちも、それをそのまま信じてしまうような傾向は、少なからずあるということである。

    　そして、『風の又三郎』という作品をよくよく丁寧に読んでみると、その「内容」は、大きく「二つ」に大別されて、その一つは、まさに学校での「授業風景」その他であり、そして、もう一つは、まさに放課後の「子供同士の遊び」その他であり、あとは「自然」が描かれているだけである。これは、一体、どういうことかと問えば、それは、結局、この「二つのもの」（或いは「自然」をも含めた「三つのもの」）をできるだけ生き生きと描いておきたかった。――つまり、第二期の「人間形成期」（それは「小学校時代」《学童期》）というものを、その現実の「生のままの子供たち」というものをできるだけ生き生きと描いておきたかった。つまり、「作者」（つまり「宮沢賢治」）は、自分が子供だった頃を「想い出」しながら、その子供の頃になりきった「目線」で、その現実の「生のままの子供たち」をできるだけ生き生きと描いておきたかった。なぜなら、それは、自分の子供の頃のまさに「原風景」（或いは「原体験」）そのものであるとともに、自分の「人間形成」の「原点」そのものでもあるからである。そこで、「作者」（「宮沢賢治」）は、自分の子供の頃の「体験や経験」などを踏まえた「作品」であったであろう、有名な『種山たねやまヶ原はら』や『さいかち淵ふち』その他などを、まさに「ここに持ってきた」ということである。

    　つまり、この二つの『種山たねやまヶ原はら』や『さいかち淵ふち』という作品は、「作者」（「宮沢賢治」）自身、自分の子供の頃の「体験や経験」などを踏まえた「作品」であり、それゆえ、十分「手応えを感じていた作品」であったに違いなく、いつかどこかで使いたいと思っていたかも知れない。それはともかく、『種山たねやまヶ原はら』という作品は、まず、「種山たねやまヶ原はら」の説明から始はじまり、それは、北上きたかみ山地さんちの真ん中の高原であり、春になると、北上の河谷かこくのあちこちから、沢山たくさんの馬が連つれて来られ、此この部落の人たちに預あげけられては、上の原に放はなたれるが、それも八月の末すえには、みんなめいめいの持主もちぬしに戻もどされるのである。この高原は、その地形から「雲や雨や雷かみなりや霧」などは、いつでもすぐに起おこりやすいところなのである。

    　そして、達たつ二は、母親に呼ばれ、兄さんが、上の原のすぐ上がり口で、草を苅かっているから、弁当べんとうを持って行ってくれ。それから牛も連つれてって、草くさを食たべさせてくれ、と頼まれる。そこで、達たつ二は、静かに牛を追いながら、上の原への道をだんだんとのぼって行き、やがて高の原の入口に着き、兄さんと出逢うが。すぐ別れる。その後、どうしたことか、牛が俄にわかに北の方へ駈け出し、その逃げた牛を夢中むちゆうで追いかけているうちに、やがて、深い霧の中なか、途みちに深く迷まよってしまう。そして、その「途みちに深く迷まよった様子」が実に事細かに書かれているが、それは、まさに子供の頃に経験した、その「記憶」を想い出しながら書いているからこそ、実に事細かな「描写」になって行くのである。そして、この「途みちに深く迷まよった経験」は、いわば「自分の生死」を分けた、一生忘れることのできない極めて印象深いものであり、それゆえ、何が何でも書き残しておきたかったということである。それは、『さいかち淵ふち』も全く同じことであり、子供の頃、この「さいかち淵ふち」で友だちと遊んだことは、何よりも楽しい「想い出」であったに違いなく、それゆえ、何が何でも書き残しておきたかった。そのために、まさに風の子「風野又三郎」から人間の子「風の又三郎」へと書き換えたと言ってもよいほどである。つまり、「作者」（「宮沢賢治」）という人は、今までのような子供相手のおとぎ話的な「童話」作品だけではだんだんと物足りなくなり、もっと現実の「生のままの子供たち」というものをできるだけ生き生きと描いてみたくなった。つまり、「作者」（つまり「宮沢賢治」）という人は、自分が子供だった頃を「想い出」しながら、その子供の頃になりきった「目線」で、その現実の「生のままの子供たち」をできるだけ生き生きと描いておきたかった。なぜなら、それは、自分の子供の頃のまさに「原風景」（或いは「原体験」）そのものであるとともに、自分の「人間形成」の「原点」そのものでもあるからである。

    　以上、最初は、宮沢賢治の『風の又三郎』という「一つの作品」について考えるという気持ちで読み始めましたが、結果としては、一つは、風の子『風野又三郎』、一つは、人間の子『風の又三郎』、それに加えて、一つは、『種山たねやまヶ原はら」、そして、もう一つは、『さいかち淵ふち」という、いわば「四つの作品」についての考察になってしまったということである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊
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    　　※ 底本「青空文庫」（「注文の多い料理店」宮沢賢治著）

    　　※ 底本「青空文庫」（「注文の多い料理店」序・宮沢賢治著）

    　　※ 底本「青空文庫」（「風野又三郎」宮沢賢治著）

    　　※ 底本「青空文庫」（「風の又三郎」宮沢賢治著）

    　　※ 底本「青空文庫」（「種山ヶ原」宮沢賢治著）

    　　※ 底本「青空文庫」（「さいかち淵」宮沢賢治著）
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